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序文

財団法人千葉県教育振興財団(文化財センター)は，埋蔵文化財

の調査研究，文化財保護思想の酒養と普及などを主な目的として昭

和49年に設立され，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その

結果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調査報告第564集として，独立行

政法人都市再生機構の西八千代北部地区土地区画整理事業に伴って

実施した八千代市西芝山遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとな

りました。

この調査では，旧石器時代の石器をはじめ，縄文時代の土器・石

器や平安時代の住居跡が検出されるなど，この地域の歴史を知る上

で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を始めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成19年 3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長岡野孝之



凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構による西八千代北部地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査報告書の第 l集である。

2 本書に収録した遺跡は，以下のものである。

西芝山遺跡 千葉県八千代市古橋2307-3ほか(遺跡コード221-030) 

3 発掘調査から報告書に至る業務は，独立行政法人都市再生機構の委託を受け，財団法人千葉県教育振

興財団が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の経緯及び担当者は，第 1章に記した。

5 本書の執筆，編集は研究員大内千年がおこなった。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市再生機

構，八千代市教育委員会の御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は，以下のとおりである。

第2図 八千代市発行 112.500 八千代ー市都市計画基本図Nu14

第5同 国土地理院発行 1125.000地形図「向井J(NI-54-19-14-3) 

1/25.000地形図「習志野J(NI-54-19-14-4) 

8 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による平成16年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した座標値は， 日本測地系に基づく平面直角座標で，図面の方位はすべて座標北である。
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第 1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

第 1章はじめに

酉八千代北部地区は，八千代市の北西部地域における大規模な土地区画整理事業で，現在，都市再生機

構により整備が進められつつある。当地域は，かつては鉄道の駅からやや離れていたため，近郊農村的な

様相を色濃く留めた地域であった。近年の東葉高速鉄道の開通後は，大規模な商業施設などが進出し発

展著しい地域である。酉八千代北部地区の士地区画整理事業は.この地域における住宅供給需要などに対

応するため，整備が進められている。

土地区画整理の事業者である独立行政法人都市再生機構(旧住宅・都市整備公同)は，開発に先立って

千葉県教育委員会に，埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会した。これに対し千葉県教育委員

会は，事業地区内には周知の埋蔵文化財包蔵地が存在し束向遺跡・丙芝山遺跡・両芝山南遺跡・八王子

台遺跡・坪井向遺跡などの遺跡が所在するとの回答をおこなった。これを受けて，千葉県教育委員会と独

立行政法人都市再生機構との問で協議がおこなわれ，その結果.事業地区内に存在する埋蔵文化財で保存

が不可能な部分については，やむを得ず記録保存の処置をとることとなった。

本書に所載した西芝山遺跡については，事業範囲にかかる遺跡範囲ほぼ全域が記録保存の対象となり，

発掘調査が実施されることとなった。発掘調査及び整理作業は，財団法人千葉県教育振興財団 (IH財団法

人千葉県文化財センター)が受託して実施した。発掘調査は，平成 9年度・平成10年度・平成16年度の 3

か年にわたって実施した。整理作業は平成17年度から平成18年度の 2か年にわたって実施した。発掘調

査・整理作業の実施期間・担当職員・内容は下記のとおりである。

(発掘調査)

( 1 )平成9年度

期間平成9年12月1日から平成10年2月26H

組 織調査部長西山太郎 北部調査事務所長折原繁

担当者研究員猪股昭喜

内容上層確認調査1.154rrl / 11.539 rrl ，下層確認調査 447ぱ/11.176rrl

( 2 )平成10年度

期 間平成10年12月1日から12月25H

組 織調査部長 沼 津 豊 北部調資事務所長折原繁

担当者研究員花島理典

内 容上層確認調査 990rrl/9，900ぱ，下層確認調査 336rrl /8.400ぱ

( 3 )平成16年度

期 間平成16年7月2日から12月27日

組 識調査部長 矢戸三男 北部調査事務所長古内茂

担当者主席研究員 雨宮龍太郎.上席研究員 岸本弘三・竹内久美子・渡謹高弘



内容 上層確認調査 430rri/2.870ぱ・上層本調査 1.863rri. 下層確認調査 242rri/4.733ぱ・下層本調

査 3.342rri

(整理作業)

( 4 )平成17年度

期間平成17年6月1日から11月15日

組織調査部長矢戸三男 北部調査事務所長古内茂

担当者上席研究員榊原弘二，研究員大内千年

内 容水洗 ・注記から原稿執筆の一部まで

( 5 )平成18年度

期間平成18年4月1日から 8月31日

組 織調査部長 矢戸三男 北部調査事務所長古内茂

担当者主席研究員土屋治雄，研究員大内千年

内容原稿執筆の一部から刊行まで

2 調査と整理の方法

(1)発掘調査

西八千代北部地区に所在する遺跡群は，広範な面積にわたり，多年度に及ぶ調査が予定されていたこと

から，遺跡群全体を対象として旧公共座標である日本測地系(国家標準直角座標第医系)に基づく 40mx 

40mの方眼網を設定し，大グリッドとした。大グリッドは，北西を基点として西から東へ向かつてA・

B・C…とし. z以降はAA.AB...とした。北から南へ向かつては 1. 2. 3…とした。大グリッドは

さらに 4mx4m方眼の小グリッドに100分割し，西から東へ00.01， 02…，北から南へ10.20. 30…と

した。よって，各小グリッドは23S15.24T36のように呼称する(第 1図)。

遺構番号については，遺構種別を示す記号 (SI. SKなど)と001~の 3桁の番号を組み合わせて表記す

る方針をとった。
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発掘調査は，まず上層(縄文時代以降)の遺構確認のために，調査対象面積の10%を基本としてトレン

チを設定した(第 3図上)。遺構や遺物の検出を目安として，本調査を要する範囲を確定した。下層(旧

石器時代)の確認調査は，調査対象範囲に 2mx2mの確認グリッドを，調査対象面積の 4%を基本とし

て設定した(第3図下)。石器が出土した地点について周囲を拡張し遺物集中の在否と広がりを確認し

た上で，本調査を要する範囲を確定した。

平成 9・10年度はこの確認調査のみを実施した。平成 9年度は南端部を除いた遺跡西半部分を対象とし，

平成10年度は遺跡の北東半部分を対象範囲とした。平成16年度は，この確認結果を受け，上層本調査・下

層本調査を実施した。また，確認、調査が未了であった遺跡南端部分について， 上層確認調査・下層確認、調

査を実施し遺物の出士した地点を中心に下層本調査を実施した。

( 2 )整理作業

遺物の注記に当たっては，平成 9年度調査で出土した遺物には (A)，平成10年度調査の遺物には (B)， 

平成16年度調査の遺物には (C)を，それぞれ遺跡コードの後ろに付けて注記をおこなった。

遺構番号については，基本的には調査時に付けられた番号をそのまま踏襲し 遺構番号の変更はおこな

わなかた。ただし確認調査の際に仮の遺構名が付けられていた場合があり，それらのものについては注

記を含めて正規の遺構名に変更した。確認調査時と本調査時の遺構名の対象については，第 2去を参照し

ていただきたい。

水洗・注記以降の作業は，北部調査事務所印西作業所で実施した。整理作業終了後の遺物と記録類は.

平成18年度現在，同作業所において保管している。

3 調査成果の概要

西芝山遺跡については，これまで発掘調査がおこなわれたことがなく，今回の報告が初めての考古学的

な調査成果の報告となる。

旧石器時代では， 10か所の石器集中地点を検出した。石器集中地点の概要は第 1去に示した。報告に際

しては，基本層序の日層 (AT包含層)を境に大きく二分し AT下位石器群とAT上位石器群として報告

した。 AT下位石器群は，主にE層~刊層から遺物を出土した石器集中地点で，石器集中 1~6 の 6 地点

が相当する。 AT上位石器群は，日層~m層を中心に遺物を出土した石器集中地点で，石器集中 7 ~10の

4地点が相当する。

上層遺構としては，縄文時代，平安時代，中・近世の遺構が検出された。検出された遺構については.

第4凶に遺構の配置を示し，第 2去に一覧を示したc 縄文時代は，遺構としては陥穴が 1基検出され，早

期から後期にかけての縄文土器と石器が出土した。平安時代では，痕跡的ではあるが住居跡が 1基，土坑

が3基検出された。中・近世の遺構としては，火葬施設 1基，シシ穴 1基，野馬堀 1条，溝 5条，柵列 I

基である。

第 2節遺跡の位置と環境

1 地理的環境

西芝山遺跡の所在する八千代市は，千葉県の北西部に位置する。近世には成田街道の宿場町として栄え，

現代では鉄道の便の良さと，幹報道路の存在から，早くから首都圏のベッドタウンとしての開発がなされ，
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第4図上層遺構配置図

工業団地等の造成も活発におこなわれてきた。

市域南西部には京成電鉄が走り，市域中央部を国道16号線が縦断市域の南部を国道296号線が横断し

国道16号線と交差する。近年，東葉高速鉄道が新たに開通し，都心へのアクセスがさらに便利になったこ

とから，この沿線を中心に，バブル崩壊後の今日も開発の手が休まることのない地域と言えよう。

遺跡の所在するのは，八千代市の北西部で船橋市との市境付近である (第5図 1)。 遺跡周辺の地域は，

東葉高速鉄道の開通以前は交通の便も悪く，市域の中では開発の遅れた地域であったと言る。しかし同

鉄道の開通や，住宅 ・都市整備公団(当時)による萱田地区の整備などによって，近年発展が著しい地域

である。西芝山遺跡を含む，西八千代北部地区土地区画整理事業は，こうした情勢を受け，これまで整備

の遅れていた八千代市北西部地域の開発を企図したものであろう。

遺跡の所在する台地は，千葉県北部を中心に広がる下総台地で，西芝山遺跡付近の標高は約26mで、ある。

印描沼水系最奥部の河川のひとつである桑納川の支谷により，遺跡周囲の台地は樹枝状に刻まれる。遺跡
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の存在する台地は，桑納川本流方向から入り込む谷により東内ムを同jされ，大きく見れば細長い舌状台地の

形状をとる。遺跡はこの舌状台地の東側で，台地先端部からは若干奥まった位置に存在する。遺跡の南東

側に粟納川水系の支谷を望み，谷への斜面部は急庄となっている。遺跡の北東と南側には小規模な谷が貝

入する。介地と谷の水田面との比高差は約14mである(第2図)。

遺跡の調査前の状況は，畑及び荒蕪地等であった。建造物などは存在せず 遺跡の遺存状況は良好と思

われたが，耕作に関連した地形改変や，酉八千代北部地区の事業地内一帯で共通した産業廃棄物等の不法

投棄などにより，遺存状況は必ずしも良好とは言えなかった。

第 1衣 IRイ(器時代;U'器集中地点一覧表

報 ι 地点、名 地区 主なグリッド 主な出土屑位 備 ~. 

千T詩集中 1 C2灰 12/¥1305・06・J7・26 lX 肘ド部

イ1詩集巾 2 D2J)Z 14W45・18・49・57 区層上部から刊層 集中域3か所

b詩集中 3 D3f5<: 15W46・47 lXal詳
1¥Tドf，i:石器群

石博集中 t D11J 13X33・34・41・44・15・52 1¥1首中 集巾域2か!汗か

石器集中 5 E1[>( 15W68・78・79・87 1¥1百十部 集rflJ或3か!肝

石器集中 6 E21メ 14Y95・J5Y05 iTI層

石器集中 7 C訂正 111¥1320 ¥1 I骨

utJ集中 8 C21K 12AB25 ¥1腎
ATH六七器群

イi詩集中 9 D21X H¥¥154・55 IV'V層

わ詩集中10 Dl[5Z 15Yl7 E層

第2表 上回遺構一覧表

遺構名 グリソド 種芳i 時期l J骨査年度 7': 備 考

SI∞l llA/¥02・03 uh':跡 干安 HlO 第4章 床面のみ

SKOO1 13Z73 上坑 斗''I;i: H16 第4章 iT1仮2JとIliJじ

SKOO2 13Z02・03 土坑 平安 H16 第4章 TJ仮]jと IriJじ

SK似)3 11/¥/¥37' 38 シシ火 中.Jii世 H16 第5章

SKCXYl Jl/¥AOl .02 火葬施設 中-近位 H16 第5章

SK似)5 11/¥1¥20 陥穴状遺構 純文 H16 わ3章

SKα)6 13Z62 土坑 平安 H9 第4'罰 !日 iTH反3J

おDωl 13Z j梓 巾.J止世 IIl6 第51'詐 iTl {1X4~5J 含む

SD∞2 11AA . 121¥1¥ 野Iら堀 rt'・近世 H16 第5;非

SD∞3 11AA . 11A13 溝 近世 IIl6 第5早 Z条切り合い

SD似)4 11Z'llAA i梓 近[旺 1I16 第5予告 SD∞3に繋がるつ

SDOO5 llZ47・57 r.ll.' 中;止世 H16 第5章

印刷6 11Z46 TFt r[r・近!日 H16 第5予言
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2 歴史的環境

西芝山遺跡周辺の遺跡色千葉県埋蔵文化財地図 11に基づき，これに一部補足して示した(第 5図)。

1が西芝山遺跡であり. 2~6 は同じ西八千代北部地区事業地内に存在する遺跡である。それぞれ平成 8

年度以降，断続的に調査がおこなわれており，徐々に遺跡の内容が明らかとなってきている。東向遺跡

( 2 )では，旧石器時代の石器集中地点が複数検出された。八王子台遺跡(3 )では，旧石器時代の石器

集中地点、や縄文時代中期の竪穴住居跡 奈良・平安時代の竪穴住居跡が検出された。酉芝山南遺跡 (4) 

では.IX層主体の旧石器時代石器集中地点が多数検出された。坪井向遺跡(5 )では，旧石器時代の石器

集中地点や奈良・平安時代の竪穴住居跡が検出された。庚申山塚群 (6)・古橋宮ノ前塚群(7 )は，当

財団による調査以前に，残念ながら消滅した。川向遺跡(8 )では，事業地外の北側の部分で八千代市教

育委員会による調査が実施されており，縄文時代早期~中期の土器片などが検出された 21。

西八千代北部地区内の遺跡では，現在までのところ，旧石器時代の石器集中地点を中心として，若干の

縄文時代，奈良・平安時代の遺構が検出されている という遺跡が多いと言えよう。

西八千代北部地区周辺の遺跡は，東側の八千代市域と西側の船橋市域で遺跡の粗密が若干認められるも

のの，八千代市域側で多数の遺跡が確認されている。ただし周辺で発掘調査がおこなわれ，遺跡の詳細

が明らかとなった事例はそれほど多くない。ここでは発掘調査の成果が公表されている遺跡を中心に，西

芝山遺跡周辺の遺跡を概観してみたい。

旧石器時代

調査事例は多くはないものの，比較的良好な資料が知られている。大和田新田芝山遺跡(16)ではE層

から E層に至る 7枚の文化層で. 19か所の石器集中地点を検出した。特に，第 1プロック・第2プロック

とされた集中地点は，それぞれ規模の異なるいわゆる「環状ブロック群」で，同一台地上で隣接して検出

されたものとして注目される 31。仲の台遺跡 (17) は，複数の報告書が刊行されており .IX層を中心とす

る石器集中地点と. N' V層中心の石器集中地点，四~医層の石器集中地点が検出されている 314151。ヲ

イノ作遺跡 (18)でも .IX層を中心とする小規模な石器集中地点が1か所検出された 41。両遺跡とも，桑

納川本流から南へ延びる支谷の最奥部付近に位置する。向山遺跡 (21)では. N' V層の石器集中地点 1

か所と，単独出土のナイフ形石器などが検出された41。一本松前遺跡 (22) では，ソフトローム中で石器

集中地点を検出した 61。源七山遺跡 (23) は，坪井地区土地区画整理事業に伴って千葉県教育振興財団に

より調査が実施され，現在整理途上にある遺跡であるが，多くの旧石器時代の石器集中地点が検出されて

いる 71。

以上の遺跡は，すべて東を新川，北を桑納川，南を新川の支流である高津川に挟まれた地域に存在する

遺跡で，西八千代北部地区の遺跡を含めると，この地域には旧石器時代の遺跡がかなり密に存在する可能

性が高い。第5図の範囲外の東側には，北海道遺跡など著名な旧石器時代遺跡が存在する萱田遺跡群が位

置しており，西芝山遺跡周辺の地域は旧石器時代の資料集積が比較的進みつつある地域と評価できょう。

縄文時代

縄文時代では，桑納川本流の対岸に位置する，金堀台貝塚 (26)が著名である。貝層を伴う後・晩期の

集落遺跡と考えられ，該期の住居跡も検出された81。桑納川の北側では，本郷台遺跡 (27) で早期の炉穴

が検出され，後期・堀之内 1式を中心とした土器が出土した91。新川と桑納川の合流点付近に位置する桑

橋新田遺跡 (30)では，中~後期の竪穴住居跡が確認された川11。桑納前畑遺跡 (31)では，中期後葉・
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第5図



加曽利E式期末葉の土坑が検出されたヘ

西芝山遺跡の所在する桑納川の南側では，西内野遺跡 (9)で前~中期の住居跡を確認したへ

桑納川から南に延びる支谷の奥まった位置には，縄文時代の遺構・遺物が検出された遺跡が多く，特に

前期前半・黒浜式期の竪穴住居跡の検出が目立つ。内野南遺跡 (15)では，早期の炉穴や陥穴が検出され

ている山川)。大和田新田芝山遺跡 (16)では，早期の炉穴と貝層を伴う士坑を検出し，斜面沿いに多数

の陥穴を検出した。また，前期前半の竪穴住居跡を合わせて 3軒検出し，中期後葉・後期中葉の住居跡も

各 1軒検出した。さらに前期末葉から中期初頭の土器が，資料的に充実している 3)5)。仲の台遺跡 (17)

では陥穴と前期前半・黒浜式期の竪穴住居跡10軒を検出した川)。ヲイノ作遺跡 (18)では陥穴，前期の

住居跡 1軒，後期中葉・加曽利B式期の住居跡 1軒を検出した。また，前期末葉の土坑から良好なセッ

ト関係を示す土器群を検出した 4)5)。ヲイノ作南遺跡 (19) では，前期前半・黒浜式期の竪穴住居跡を合

わせて24軒検出しており 当該期の比較的規模の大きな集落と言えようる)ヘ長兵衛野南遺跡 (20)では，

中期後葉の竪穴住居跡2軒を検出したヘ

桑納川最上流部の谷の一つに位置する源七山遺跡 (23)では中期を中心とした遺構が検出されている 7)O

一本松前遺跡 (22) は，桑納川より南に存在する，新川の支流である高津川の谷を望む位置にあり，陥

穴と土坑を検出した 6)0

弥生時代

桑納川と新川の合流点付近にある，桑納遺跡 (31)で後期の住居跡を検出している 18)。また，桑橋新田

遺跡 (30)では後期の住居跡と方形周溝墓が確認されている1l)1ヘ桑納川の本流である新川沿いから印播

沼最奥部にかけての地域では，多数の弥生時代後期遺跡が知られているが. i桑納川の中・上流域は状況

不明JI91とされ，現在までのところ西芝山遺跡周辺では弥生時代遺跡の分布は希薄である。

古墳時代

桑納川より北側で.遺構が検出された遺跡が存在する。桑橋新田遺跡 (30)では，古墳時代前期の住居

跡が100軒以上確認されており，該期の大規模な集落であることが予想される川110 古墳としては，桑納川

と新川との合流地点に桑納古墳群 (32)がかつて存在し. 1号墳では主体部から直刀や鉄鉱，鉄地金銅張

りの飾り金具などが出土し. 2号墳からは多数の埴輪が出土したぺ

奈良・平安時代

西芝山遺跡近辺の桑納川南側では，内野南遺跡 (15)で竪穴住居跡 1軒を検出した1-1!。大和田新田芝山

遺跡 (16) では，竪穴住居跡 8 軒と製鉄炉 1 基が検出された。竪穴住居跡の多くは 9 世紀後半~10世紀前

半のものと考えられ，遺構のあり方などから製鉄炉とこれに付閲する工人集団の居住地・工房跡と想定さ

れている 3)。別の地点では 8世紀代の竪穴住居跡も検出された 51。仲の台遺跡 (17)では，広い調査区内

で散漫に分布する 4軒の竪穴住居跡を検出した5jo

桑納川より北側では，本郷台遺跡 (27)で竪穴住居跡を 1軒検出した 91。また，追分遺跡 (28)で住居

跡を確認しているヘ新川沿いの地域として，桑納前畑遺跡 (33)で，竪穴住居跡と多数の掘立柱建物跡

を検出した山~北側に隣接する島田遺跡 (34) でも竪穴住居跡 1軒を検出したへまた，北に位置する

神崎川に注ぐ支谷沿いに存在する原内遺跡 (35)で平安時代の住居跡が確認されている針。

中・近世

中世の遺跡としては，桑納川沿いに中世城郭が点々と確認されている。新川に近い方から，南岸の尾崎
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館跡 (13).支谷を挟んだ対岸に古橋城跡 (10).やや遡った北岸に金堀城跡 (25).さらに上流に楠ヶ山

館跡 (24)がある。いずれも桑納川の本流から支谷が分岐する地点につくられており，桑納川の水運と関

わりのある立地であることが想像できる。

発掘調査例があるのは古橋城跡 (10)だけであるが，部分的な確認調査で，詳細は明らかでないへま

た古橋城跡の隣接地で調査例があり，吉橋城跡との関連が窺われる。一部吉橋城跡と遺跡範囲を重ねて

西側に隣接する妙見前遺跡 (11)では，調査範囲は限られたものであったが，地形成形遺構・堀跡・土

塁などを検出し. 15世紀代の常滑産陶器が出土したお)。吉橋城跡の南西側に隣接する渋内遺跡(12)では，

窪地状に成形された部分の縁辺から，多数の地下式坑が検出されたお)。

桑納川最奥部に位置する源七山遺跡 (23)では，掘立柱建物跡が検出され，いわゆる台地整形区画内か

ら多数の陶磁器類が出土した 710

その他，この地域には中・近世の塚が多数存在し，特徴的である。第5図中に・で示したものの多くは

古墳ではなく，塚として認識されているものである。西芝山遺跡周辺で調査例があるものとしては，追分

塚 (29)がある。一辺が20m以上もある方形の塚で，高さは 2mを越える。報告では，盛士上層から出土

した寛永通宝の存在と，塚上に存在した宝暦13年 (1763)の銘がある大日如来像との関連で，これを記る

ため塚がつくられた可能性が高いことを示唆している初。ただし盛士下の旧表土直上からは北宋銭であ

る元祐通宝が出土しており，塚の最初の築造が中世まで遡り得る可能性もあろう。また，塚中央部の旧表

土下からは，線刻のある士師器が埋納された土坑が検出され，周囲に何ら遺構が存在しないことを考える

と塚との関連が強く疑われる。調査時に現存した塚の築造が，この時期まで遡ることは考え難いが，この

場所がある種の聖域として古代以来意識されていた可能性を示すものと考えられ，興味深い。周辺の塚と

しては他に，尾崎群集塚(14)の第01号塚で調査例がある却)。この塚も一辺15m程の大きな塚である。ま

た，神久保寺台塚 (36)で発掘調査が実施されいるか。

低地遺跡

最後に，ごく最近報告された，周辺の低地遺跡について触れておきたい。西八千代北部地区の事業地付

近に位置する桑納川の流路内で 3か所の遺跡が確認され，桑納川遺跡群と呼称されたh 第5図には口

で位置を示した。高本弁天下地点 (37)では，桑納川の川底から復元可能な土器を含む大量の縄文時代

後・晩期の資料が採集された。本地点の周囲に縄文時代後・晩期の低地遺跡が遺存している可能性が高い。

金堀橋地点 (38) では 9世紀代の土師器杯などが，護岸工事時かと思われる排土中から採集された。高古

橋地点 (39) でも. 9世紀代の土師器杯などが採集され，少なくとも 9世紀代の遺物包含層が周囲に存在

することは間違いない。高古橋地点付近から上流にかけては，平成17年度に当財団が確認調査を実施し

縄文土器・土師器などの遺物を検出した。
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注 1 千葉県教育委員会 1997 r千葉県埋蔵文化財地図(1 ) 東葛飾・印旗地区(改訂版) -J 

遺跡の名称については基本的に本書に従った。

2 武藤健ーほか 1999 r市内遺跡発掘調査報告書 平成11年度J 八千代市教育委員会

3 落合章雄 1989 r八千代市仲ノ台・芝山遺跡.1 (財)千葉県文化財センター

4 大鷹依子 1994 r八千代市沖塚遺跡・上の台遺跡 他j (財)千葉県文化財センター

5 森 竜哉 1996 附lノ台遺跡・ヲイノ作遺跡他発掘調査報告書」 八千代市西八千代遺跡群調査会

6 秋山手IJ光ほか 2005 r市内遺跡発掘調査報告書 平成16年度j 八千代市教育委員会

7 (財)千葉県文化財センター 2∞4 r千葉県文化財センタ一年報NCl28一平成14年度 J 

8 飯塚博和 2∞o I金堀台貝塚J r千葉県の歴史 資料編考古 1(1日石器・縄文時代)j (財)千葉県史料

研究財団

9 伊藤弘ーほか 2004 r高津館跡b地点・本郷内遺跡J 八千代市教育委員会

10 八千代市教育委員会 1993 r市内遺跡発掘調査報告 平成4年度J

11 八千代市教育委員会 1994 r市内遺跡発掘調査報告 平成 5年度」

12 溝口勝美ほか 1978 r桑納前畑遺跡J 陸小学校北方遺跡調査会

13 蕨 茂美ほか 1999 r市内遺跡発掘調杢報背書平成10年度』 八千代市教育委員会

14 常松成人 2∞o r内野南遺跡 a地点発掘調王子報行書J 八千代市遺跡調査会

15 武藤健ーほか 2004 r市内遺跡発掘調杏報汗書 、ド成15年度J 八千代市教育委員会

16 森 竜哉ほか 2000 rヲイノ山南遺跡発掘調査報告書J 八千代市遺跡調査会

17 森 竜哉 2似)0 r長兵衛野南遺跡発掘調査報告書J 八千代市遺跡調杏会

18 八千代市史編纂さん委員会 1991 T八千代市の歴史 資料編 原始・古代・中世J

19 常松成人ほか 2003 J川崎山遺跡 d地点L 八千代市遺跡調査会

20 八千代市史編纂さん委員会 1978 .八千代市の性史J

21 村田一男ほか 1981 r睦小学校遺跡J 八千代市遺跡調査会

22 渋谷 貢 1980 r東京電力送電鉄塔建設事業に伴う発掘調査報告書J 八下代市遺跡調査会・船橋市遺跡

調査会

23 森竜哉 1991 i市内遺跡群調査報告 平成 3年度」 八千代市教育委員会

24 秋山利光ほか 1987 r埋蔵文化財発掘調堂報告集J 八千代市教育委員会

25 森 竜哉ほか 2003 r公共事業関連遺跡発掘調査報告書』 八千代市教育委員会

26 朝比奈竹男ほか 1983 r北部遺跡群緊急発掘調杏報作J 八千代市教育委員会

27 武藤健一一 1995 r追分塚発掘調査報告書』 八千代市追分塚調査会

28 朝比奈竹男 2002 r不特定遺跡発掘調究報告書 u 八千代市教育委員会

29 宵沢久史ほか 1997 r市内遺跡発掘調査報告書 、I[成 8年度J 八千代市教育委員会

30 新井徹・常松成人 2006 I特集桑納川川底から発見された上器について」 資料館だより第86号 船

橋市郷土資料館
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第 1節概要と方針

1 報告の方針

第 2章旧石器時代

西芝山遺跡では，遺跡のほぼ全域を対象とした調査範囲で実施した下層確認調査の結巣， 8か所の拡張

区を設け下層本調査を実施した。調査時には それぞれの調査地点にC2区・ C3医・ D1区~D4区・ E1区

E2区の調査区名称を付け，調査を実施した。この調査区名称は 北東一南西方向に細長い遺跡範囲にお

いて，大まかな位置関係を示しており.遺跡北京端付近で平成10年度に本調査範囲を決定した部分である

C区，遺跡西側で平成9年度に本調査範囲を決定した部分である D区，遺跡南西端の斜面沿いで平成16年

度に本調査範囲を決定した部分である E区という区分である (A. B区は上層本調杢区の呼称として用い

た)。

報告に際しては，出土層位・平面分布等を考慮して，イi器集中地点を10か所に分離し報告することと

した。それぞれ石器集中 1~1Oとするが， 上述の調査医名も併記して用いることとしたい(第6凶)。

出土層位の違いから，石器集中地点は形成が複数の時期にわたることが明らかであるが，本報告では芝

山町金沢台遺跡 1'での方針を踏襲し報告したい。すなわち 姶良Tn火山灰 (AT)を包含する，基本層序

のVI層より下位の石器群をAT下位石器群，上位の石器をAT卜ー位石器群と呼称することとしたc ATド位

石器群は石器集中 1から石器集，(， 6の6か所の石器集中地点が相当し出土層位は第2黒色帝に相当する

E層から VII層である。 AT上位石器群は石器集中 7から石器集中10の4か所の石器集中地点が相当し出

土層位は日層から皿層である。

石器の計測については.当財団で通常実施している方法に従った二注 1丈献などを参照し冶ただきたし、。

器種について，掻器・削器については.おおむね I側縁全体に広く剥離痕が見られるものとし一部に

見られるものは二次加工のある剥片 (RF) とした。微細な剥離痕を有する剥片については，二次加工の

ある剥片 (RF) と使用痕のある剥片 (UF) に分離した。前者は意図的な調整加工を施したもの，後者は

使用に伴う刃こぼれをもつものという判断であるが，厳密なものではなく，主観的な判断である。砕片と

したものは，最大長・最大幅の両者が10凹以下のものとした。

石材については，本文中でその特徴を記した。石材の名称はあくまで考古学的な名称であり，敢密な岩

石学的特徴を反映していない場合がある。安山岩についてはA'Bに大別し前者は「ガラス質黒色安山

岩JI黒色轍密質安山岩」と呼称されているものであり，後者はいわゆる「トロトロ石」を指す。玉髄は

メノウを含めた。石材の色調を示すため記した色調は， f新版 標準土色帖 1999年度版』を参照したo

母岩番号は，各石器集中地点ごとに， I石材名+1 ~ Jの番号を付けたc

接合番号は，各石器集中地点ごとに「接 1~ Jの通し番号を付けたc

石器一覧表中の標高は，遺物の出土レベルである。

なお，器種同定・石材の同定について，千葉県教育庁丈化財課矢本節朗氏，東京大学大学院五卜嵐修氏

にご教示をいただいた。
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2 基本層序

第7図に，西芝山遺跡における最も良好な土層堆積を示す例を以て基本層序とし土層柱状図を示した。

14W37地点の柱状図は， D2区北壁の土層断面図の一部である。 15W57地点の柱状図は， D3区南壁の土層

断面図の一部で， 14W37地点を補足するものとして示した。

基本的な分層は，当財団の調査で通常用いられている士層区分2)1こ従っている。E層より上位の士層に

ついては，耕作及び撹乱により調査範囲全域で残存状況が良くなく この柱状図には示されていない。た

だし場所によっては E層が存在した。

いわゆるソフトローム層に相当する皿層は，この柱状図で示されるように，上位のilla層と下位のillb層

に分層可能であった。ただし分層できない地点も存在した。また，上部の耕作や撹乱がこの層まで及ん

でいる場合もあるようで，地点によってはE層の厚きが薄く， ill層上部が撹乱により消失してしまった場

合もあるようである。

N'V層は本来2層に分層されうる土層であるが，本遺跡では明瞭に区分できなかった。V層は武蔵野

台地第 1暗色帯に相当する。

VI層は，姶良Tn火山灰 (AT) を集中的に包含する土層であるo

w層は，武蔵野台地第2黒色帯上部に相当する土層である。

医層は第 2黒色帯下部に相当し上位の医a層と下位の医c層に区分した。調査時には間層である医b層

を認識できなかったため，上位をIXa'b層，下位をIXc層として分層したが，整理時に上位の層をIXa層と

判断した。

14W37 

26.00m 

25.50m 

25.00m 25.00m 

15W57 

IXa 

-----医c
24.50m 24.50m 

Xb.c 

24∞m 

第 7図基本層序



X層は立川ローム最下層に相"Jし， 日立のXa)曹とド{立のXb.c層に|ベ分した。 X層の分層は，一部の

地点でのみ可能であった。

土層の堆積状況は，上述のように.後世の耕作や揖乱によって E層以上の士層がほとんど存在せず，

部困層までこうした影響が及んでいるようで ローム層最上部についての堆積状況は良好とは言い難いよ

うである。また，遺跡内には所々に大規模な撹乱孔が存在しているようで.特にD4IX:ではこうした撹乱

イしによって，石器集中地点が← a部撹乱された可能性がある。

こうした，表十字付近の土層の乱れや揖乱孔の存在はあるものの，困層より下のローム層については，ほ

とんどの調査区で安定して確認できており，堆積状況は概ね良好と言えよう o ¥;1層については，明るい色

調とガラス質の感触が明瞭で，比較的認識しやすかった。また， IX層については，特に下部のIXc層の色

調がしっかりと暗く.分層は容易であったc

ただし地点的な問題として， E1区の南側だけは，遺跡|布側に貫入する小谷に向う斜面部にあたり，

ローム層が安定していなかった。本来E層であるはずの部分までがソフトローム化しており.こうした部

分については.土層断面同巾に皿/屑と表記しておいた。

注 1 7K塚俊υJ 2004 r建設センター・保全事務所用地内埋蔵文化財調育報:!?香 芝山町金沢台遺跡.1 (財)千

葉県文化財センタ-

2 島立 梓・新川浩シ渡辺修ム 1992 I下総台地における立川ローム層の回序区分 、|え成 2 ・3年度職員

研修会から J 1"研究連絡誌J第35号 (財)千葉県よ化財センター

16-



第 2節 AT下位石器群

1 石器集中 1 (C2区) (第8・9同.第3・13表，図版2・7)

分布

遺跡北東端のC2区で検出した，小規模な石器集中地点である。 C2区全体で広く遺物が出上したが，遺

物の出十字レベルから見て北側の一群と南側の一群に分離が可能であり 北側の一群を石器集中 1とした。

12AB05・06・16.17・26グリッドにかけて， 8mx 5mほどの範聞で帯状に分布する。 1点だけ，

12ABOOグリッドで遺物が出土したが，最?存な出土位置が不明である。地形図を見ると，遺跡北東側に小

谷が存在し石器集中 1はこの小谷に沿って分布しているように見える。

出土層位はX層からE層にわたり，やや上下に拡散するが，医層下部が中心であろう c 断面図 Hこ投影

された遺物ドットを見ると，東方|白jに下がって分布している。

出土レベルの最大値は23.814m，最小値は23.035mで.平均値は23.382mである。遺物の出土レベルに

約80cmの高低差があるが，地形の傾斜と関係しているのであろう c

器種

二次加工のある剥片 1点・使用痕のある剥片 1点・剥片 4点・喋4点の合計10点が出十白した(第 3去)。

第9図1は玉髄 1製の二次加工のある剥片である。左側縁に細かい調整を施す。 2は黒曜石 I製の使用痕

のある剥片である c 3はチャート 1製の剥片である。

石材

黒曜石2点・玉髄 1点・チャート 1点・安山岩 1点・粘板岩 2点・砂岩 1点で構成される c

黒曜石は 2母析を判別した。県曜石 1は第 9凶2の使用痕のある剥片が相当し，透明度がにぶい黒色で，

爽雑物が多く，縞状の節理が入る c 黒曜石 2は透明度はにぷく，やや!火色がかったくすんだ色調で.ごく

細かな爽雑物が入るものである c 小型の剥片のみのため，図化しなかったc

安山岩・粘板岩・砂岩はすべて喋である亡

第3夫石器集中 1 組成表

て次加工のある 使用痕のある
剥片 喋 /1 λ1 号口I 組成比

剥H 剥片

思曜イr1 
I 2 20.0% 

7.44 1.69 9.13 1.8% 

県日再石 2 2 2 20.0% 
3.15 3.15 1.7% 

玉髄 1
I 10.0% 

1.38 1.38 。79，6
チャー卜 1 10.0% 

30.46 30.46 16.1 'J.i。

安山岩 1
10JJ% 

71.75 71.75 37.9% 

粘板岩 1
2 2 20.0% 

34.15 34.15 18.1% 

砂右 I
lQ.09υ 

39.13 39.13 20.7% 

合百I(点数) 4 4 10 lC泊。0%
合d十(重量) Lお 7.44 35.3 115.03 189.1:i 100.0% 

組成比(点数) 10.0% 10.0% 40.()% 40.0% 100.0% 
組l成比(重畳) 0.7% 3.9% 18.7% 76.7% 100.0% 
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第9図石器集中 1

2 石器集中 2 (D2区) (第1O~21図，第 4 ・ 13表，図版 3 ・ 4 ・ 8 ・ 9)

分布

2 

(4/5) 5cm 

遺跡南西のD2区で検出した。D2区全体で広く石器を検出したが， D2区南西端付近で検出した小規模な

集中域は出土レベルが明らかに異なるため，石器集中 2とは別の石器集中地点と判断し石器集中 9とし

て分離した。

石器集中 2は， D2区内で東西方向に大きく広がっている 。 平面分布等を勘案し分布域 a~c に仮に

分離した。 中央を分布域 a ， 東側を分布域 b ，西側を分布域 c とする(第10図) 。 分布域 a~c は，分布

域聞を越えた接合関係は無いものの，同一母岩と判断される石材が相互に存在する。

分布域 aは， 14W57グリッドを中心とした 4mx2mほどの範囲に分布する(第11図)。安山岩A1と

した母岩を中心とし，比較的点数の多い，密集度の高い分布域である。安山岩A1による，接 1・接2・

3とした接合資料が存在する。

分布域bは， 14W48・49グリッドを中心とした4.5mx 8 mほどの範囲に分布する(第15図)。分布域の

東側には大規模な撹乱孔が存在し本来の分布状況が乱されている可能性がある。いわゆるチョコレート

色の珪質頁岩と，その他の多様な珪質頁岩を主とする。珪質頁岩 1による接4・接 5とした接合資料が存

在する。
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分布域 cは，分布域 aの北西側で. 14W45グリッド内の 1mx2mほどの範囲に分布する(第11図)c 

珪質頁岩 1・2で構成される，小規模な集中である。

出土層位は主にIXc層からw層にわたり，特に分布域 a. bでは上下の拡散が見られるが，概ねE層上

部から困層を主とするようである。出土レベルの最大値は25.400mであるが，この 1点のみ飛び抜けて

高く，捜乱等の作用によった可能性がある。次に高い値は25.l08mである。最小値は24.580m. 平均値は

24.853mである。

器種

ナイフ形石器 3点・削器3点・石核 3点・二次加工のある剥片 4点・使用痕のある剥片 6点・剥片53

点・砕片 9 点の合計81点が出上した(第 4 表)。図は a~c の分布域ごとにまとめた。

(分布域 a)

分布域 a~こは，ナイフ形石器 1 点・削器 1 点・剥片32点・砕片 6 点が分布する。分布状況を第11 図に，

実測図を第12~14図に示した。第12同 1 はナイフ形石器で，珪質良一岩 1 裂である。小型で，右側面を中心

に丁寧な調整が施される。裏面の基部付近は，入念にパルプが除去され整形剥離が施されている。削器は，

聾 2 ・ 3 に含まれる，第14図 9 である。右側縁の上部を中心に加工が施される。第12図 2~5 は剥片であ

る。 2 はチャート 1 の剥片で，打面調整の痕跡を顕著に留める。 3~5 は安山干tA 1の剥Ji-で. 3は打面

調整剥片であろう。

分布域 a内でまとまる接合資料として，第13図接1.第14同接2・3がある。いずれも安山岩A1とし

た，同一母岩と判断されるものである。安山岩A1は，他に接合しない剥片類が29点存在しその一部は

第12凶 3~5 として図化した。

第13図接 1 は剥片 3 点・砕片 1 点が掠合する(第13凶 6~8L 6は剥片の上部が折れている 7・8

は，剥片の半ばで折れたものが接合した。第14図接2・3は削器 1点・剥片 5点が接合する(第14['X!9~ 

13) 0 9 は削器としたもので，右側縁に調整を施し刃部としている。 10~13は剥片である。いずれも縦

長の剥片となる。 10・11は縦長の剥片が，縦方向に折れたものである。接2・3から推定しうる剥離の状

況は，上方に打両を置いて 9を剥離し続いて10・11を同じ方向から剥離，打両を反転し下方から12・13

を連続して剥離している。

(分布域 b)

分布域bは，ナイフ形石器 1点・削器2点・石核3点・二次加工のある剥片 3点・使用痕のある剥片 5

点・剥片20点・砕片 3点が分布する。いわゆるチョコレート色の珪質頁岩を素材としたものが多いc 分布

状況を第15図に，実測図を第16~20図に示した。

第16図14は小塑のナイフ形石器で.頁岩 1製である。右側面上部にプランテイングが施され，裏面の基

部付近は入念にパルプが除去されている。 15・16は削器である。 15は珪質頁岩 3とした石材で，両側縁に

入念な加工が施される。 16は珪質頁訂 1で，左側縁に加工が施される。

17~19は二次加工のある剥円ーとしたものである。 17は珪質頁岩 2 とした石材で，右側面上部にノッチ状

に加工を施す。左側縁には使用に伴うと考えられる痕跡が残る。 18・19はいずれも珪質頁岩 1で. 18はい

わゆる小石刃であろう。 19は小型の剥片を素材とするものである。

20~22は使用痕のある剥片としたものである。 20は珪質頁岩 4 とした石材で，縦長剥片の右側縁に使用

に伴うと考えうる微細な剥離痕が観察できる。 21は珪質貞岩 2で，下部の縁辺を中心に顕著な使用の痕

-21-



器種別

一九附

一行4附

十

26∞m一一一

25∞m一守I-t-"
政c

034 

A ナイフ形石器

@自IJ器

• 

分布域 c

0 二次加工のある剥片

。使用痕のある剥片

・ 朝l片

・ 砕片

33 
A 

035 

一九附

(接1)

→14W66 

+ 

確認グリァド

公
分布域 a

(接2・3)

• 

-h4W67 

十

。

(接2・3)

8ã \l(.-- ~------ - ------------ ----1 
8b.6 

(接1)

(1180) 

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

母岩別

-1MW55 

-fuw日

• 34 

ロ 珪質頁岩 i

・ 珪質頁岩2

ロ チャート 1

@ 安山岩Al

• 
33 
ロ

分布域 c

ロ
35 

→14W56 

→T4附

@ 

(接1)

--h4W67 

。

第11図 石器集中 2・分布域 a・c・分布状況
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7 

8 

(4/5) 5cm 

跡が認められる。第17図22は珪質頁岩 1で，左側縁上部に使用の痕跡が認められる。他に使用痕のある剥

片として，接4の第20図29・30がある。

第17図23~25は剥片である 。 22は珪質頁岩1. 23は珪質頁岩 2，24は珪質頁岩 5，25は安山岩A1であ

る。

第四図26 ・ 27~第四図28は石核である 。 26は珪質頁岩 2 で，分厚い剥片を石核として用いている 。 27は

珪質頁岩7で，打面転移を繰り返して剥片を剥離した後の残核である。28は珪質頁岩6で，礁の形状があ

る程度推定できる石核である。

分布域b内でまとまる接合資料として第20図接4・接5がある。いずれも珪質頁岩 1で，同一母岩と考

えうる。珪質頁岩 1は，他に接合しない製品類・剥片類が11点ある。接4は使用痕のある剥片 2点が接合

する(第20図29・30)029・30はいずれも縦長の良好な剥片で，側縁に使用の痕跡と考えうる微細な剥離

痕が存在する。接5は剥片 2点の接合である(第20図31・32)。いずれも小型の剥片岡士の接合で、ある。

-24-



接2・3
(9+10+11+12+13) 

マ

〈二二三
9 

己
12 

vzn v Vフ

a 

10 
13 

<コ 11 〈三〉
。 (4/5) 5cm 

第14図 石器集中 2・分布域 a (3) 

-25-



器種別

母岩別

公 / ¥ 。20

一九州
19 

十 @15 ¥ -1w~ 4コ
• 

• • -. .a14 

• メ 30-24 • 
¥ -. 撹乱

21・。
回.・. 26 

017 25 

¥ (接4)く¥
@ 022 

@ 削器

-23 

1色、弘
田 石 核

O 二次加工のある剥片

田回 ~~， 
。使用痕のある剥片

28 27 

---1MW59 ~(接5)
- 剥片

一九州 -1wX50 ・ 砕片

十 + 十

。 (1/80) 4m 

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

*4W4 

一行叩

公

自 国

28 27 

(接的

。 (1180) 4打1

第15図 石器集中 2・分布域b・分布状況

-26-



~ 

ょこコ

どミ

6 

ιこごと司

ぷ〉

18 

14 cコ

、二:d

16 

ζ二二コ

令

崎?と3
ζ ご二こ〉

19 

G 

ぷ人

第16図石器集中 2.分布域b (1) 

-27-

15 

〆
17 

20 

。 (4/5) 5cm 



γ/人¥

く〉

f¥  

〈之〉

く今
23 

22 

ζ 会

24 

〈ごこフ
。 5cm (4/5) 

第17図石器集中2.分布域b (2) 

(分布域 c)

分布域 cには，ナイフ形石器1点 ・二次加工のある剥片 1点 ・使用痕のある剥片 1点 ・剥片 1点が分布

する。分布状況を第11図に， 実測図を第21図に示した。

33はナイフ形石器である。珪質頁岩 1で，左側面上部と右側面下部に顕著な調整を施す。左側面下部は

ノッチ状に整形される。34は珪質頁岩2で， 二次加工のある剥片である。下部縁辺に加工を施し，両側縁

には使用の痕跡が認められる。35は珪質頁岩 1で，使用痕のある剥片である。両側縁に使用の痕跡と考え

うる微細な剥離痕が観察できる。

石 材

珪質頁岩40点・頁岩 1点・チャート 1点・安山岩A39点で構成される。

珪質頁岩は 7母岩を判別した。 珪質頁岩 1 ~3 は良質のいわゆるチ ョコレート色の珪質頁岩である。珪

質頁岩 1は， 色調が珪質頁岩2と珪質頁岩3の中間の濃さで，灰黄褐色~暗褐色・黒褐色を呈し色調は

グラデーション的に変化する。黒褐色の不純物がやや多い。ナイ フ形石器(第12図1・第21図33)や削器

(第16図16)の他，図示したものでは第16図18・19・第17図22・第21図35が相当する。接合資料として第

20図接4・接5が存在する。珪質頁岩2は， 色の薄い灰黄褐色で，不純物は比較的少ない。第16図17・第

つ山
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26 
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第18図 石器集中 2・分布域 b (3) 

24図34の二次加工のある剥片や第18図26の石核の他，第16図21・第17図23が相当する。珪質頁岩3は，色

の濃い黒褐色を呈する。第16図15の削器が相当する。

珪質頁岩 1~3 は，表面の色調や質感が似ており，本来は同じ石の別の相を見ている可能性もあるが，

上記のような特徴によるグルーピングが可能であったため，一応別の母岩と認定しておく 。珪質頁岩で不

明としたものは，すべていわゆるチョコレート色の珪質頁岩であるが 珪質頁岩 1~3 のどれに相当する

か判別できなかったものである。

珪質頁岩4は，灰オリーブ色に暗青灰色の縞が若干入るものである。第16図20の使用痕のある剥片が相

当し，単独母岩である。珪質頁岩5は，第17図24の剥片が相当し単独母岩である。小型礁の形状を残し，

自然面がオリーブ黄色で，剥離面は淡黄色を呈し，やや軟質のものである。珪質頁岩6は，第四図28の石
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第21図 石器集中 2・分布域 c

核が相当し，単独母岩である。自然面がにぶい黄色~オリーブ黄色，剥離面は灰オリーブ色で，節理の目

立つあまり質の良くない石材である。珪質頁岩7は，第18図27の石核で，単独母岩である。自然面が浅黄

色，剥離面は灰白色~淡黄色を呈する。

珪質頁岩の分布については，珪質頁岩 1 は分布域 a~c のすべてで検出した。 珪質頁岩 2 は分布域 b . 

c で検出した。 珪質頁岩 3~7 は，すべて分布域 b で検出した。

頁岩 1はナイフ形石器(第16図14)が相当する。黒色，綴密なもので，単独母岩である。分布域bで検

出した。チャート 1は第12図2の剥片で，単独母岩である。暗緑灰色のやや節理が目立つものである。分

布域 aで検出した。

安山岩Aは全て同一母岩と判断し，安山岩A1とした。灰色に近く，自然面や風化面では若干黄色味を

帯びる。白色粒状の不純物がやや目立つ。分布域 aで大部分を検出し接合資料として第13図接 1・第14

図(接2・3)が存在する。分布域bでも剥片 1点(第17図25) を検出した。
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石材と器種との関係は，ナイフ形石器は珪質頁若 1が2点，貞岩 1が 1点である。削器は珪質頁岩 1・

珪質頁岩 3・安山岩A1が各 1点ずつ，石核は珪質頁岩2・珪質頁岩6・珪質頁岩7が各 1点ずつである。

二次加工のある剥片・使用痕のある剥片は珪質頁岩 1・2が大部分である。

分布域ごとの石材をまとめると，分布域 aは安山岩A1が38点と 珪質頁岩 1.チャート 1を各 1点含

む。分布域 b は珪質頁岩 1~7 のすべてが揃い，珪質頁岩 1 が12点，珪質頁岩 2 が11点，珪質頁岩 3 が 5

点，珪質頁岩4・珪質頁岩5・珪質頁岩6・珪質頁岩7・頁岩 1・安山岩A1が各 1点である。さらに珪

質頁岩のうち判別不能であったものが3点ある。分布域 cは珪質頁岩 1が2点と，珪質頁岩 2が2点によ

る構成である。

第 4去石器集巾 2 組成表

ナイフ形
削器 石核

一次加工の 使用痕の
剥片 砕片 合計 組成比

石器 ある剥片 ある剥片

珪質頁岩 1
2 l 2 4 6 15 18.5% 

26.31 2.69 2.39 43.4 8.59 83.41 14.0% 

珪質頁岩2
l 2 l 9 13 16.1 % 

19.01 30.99 20.97 13.44 84.41 14.2% 

珪釘頁岩 3
l 4 3 62% 
3.14 1.54 4.68 0.8% 

珪質頁宕 4
l 1.2% 
3.82 3.82 0.6% 

珪質頁岩5
l 12% 
8.89 8.89 1.:5% 

珪質良岩 6
l 12% 

203.14 203.14 342% 

I土質良岩 7
12% 

45.8 45.8 7.7% 

政質頁Ff不明
3 3 37Qb 

0.24 0.21 0.0% 

頁岩 1
1.2% 

2.11 2.11 0.49:。

チャート I
l 1.2% 

3.89 3.89 0.7% 

安山岩A1 
32 6 39 48.1 % 

12.37 140.17 0.96 153.5 25.8% 

合，1十(点数) 3 3 3 4 6 53 9 81 lC的09も
合計(重国) 28.45 18.2 267.95 33.38 68.19 176.52 L2 593.89 l(約0%

組成比(，r.'人数) 3.7% 3.7% 3.7% 4.9% i.49.6 65.4% 11.1% 100.0% 
組成比(重量) 4.8% 3.1% 45.1% 5.6% 11.:)% 29.7% 0.20% 100.09も
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3 石器集中 3 (D3区) (第22・23図，第5・13表，図版4・10)

分布

遺跡南西のD3区で検出した。15W46・47グリ ッドにまたがる， 1mx O.5mほどのごく小規模な石器集

中地点である。遺跡南側に存在する小谷の谷頭の北側に位置する。石器集中 3の南側には，ほほ同一層順

出土の石器集中 5が位置している。

出土層位はIXa層で、ある。出土レベルの最大値は24.958m 最小値は24.899m 平均値は24.931mで、ある。

器種

剥片4点が出土した(第5表)。第23図 1は珪質頁岩 1製の剥片である。第23図2は安山岩A1製の剥

片である。

石材 第5表石器集中3 組成表

珪質頁岩2点・安山岩A2点の構成である。珪質頁岩 1

は，暗オリーブ灰色で節理面はにぶい黄褐色を呈する。節

理の多い，やや質の悪い石材である。安山岩A1は，表面

が風化により灰オリーブ色を呈するが，内部は黒色で，白

色粒状の不純物をやや含む。

器種別

- 剥片

25.00m 

24∞m 

公 一行5W47

-・2• 

+ 

珪質頁岩 l

安山岩Al

合計 (点数)
合計 (重量)

組成比 (点数)
組成比 (重量)

剥片 合計

2 2 
10.2 10.2 

2 2 
31.85 31.85 

4 4 
42.05 42.05 

100.0% 100.0% 
100.0% 100.0% 

一一一 25.00m

一一一 24∞m

組成比

50.0% 
24.3% 

50.0% 
75.7% 

100.0% 
100.0% 

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

母岩別

ロ 珪質頁岩 1

申 安山岩A1 

久 九7

<!> (!)2 

ロ

第22図石器集中 3.分布状況
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第23図石器集中3

4 石器集中 4 (D4区) (第26~28図，第 6 ・ 13表，図版 4 ・ 10)

分布

遺跡中央西寄りのD4区で検出した。D4区の北壁に沿った 7m X 18mほどの範囲に石器は分布する。図

上では， 13X42・52グリッド付近を境に 西側の分布域と東側の分布域に分離できるように見える。ただ

し大規模な撹乱孔が複数存在し本来あった遺物の分布を的確に捉えられていない可能性が高い。よっ

て，ここでは大まかに西側分布域と東側分布域として把握しておくのみにとどめたい。西側分布域と東側

分布域の聞には，接合資料として接 1が存在する。また，東側分布域内でまとまる接合資料である接2の

うち 1点が，出土したグリッドから見て西側分布域で出土した可能性がある。ただし確認調査中に出土し

たため，厳密な出土位置が不明である。

西側分布域は13X41・52グリッドにかけての， 4mx 8mほどの範囲に石器が分布する。西側の分布域

では調査範囲境界付近で石器が出土しており，分布域は調査区外のより北側に伸び、ていたことが予想され

る。ただし調査区外北側の現状は，調査区内の現地表面よりもかなり削平されて道路が敷設されており，

石器集中地点としての残存は期待できそうにはない。

東側分布域は13X33・34・44・45グリッドを中心とする， 6mx 7mほどの範囲に石器が分布する。分

布域内の接合資料として接2が存在する。

出土層位は， Xa層~四層に及び，上下にかなり拡散する。E層中で出土するものが多いようである。

VI層より上部の土層は，調査開始以前にすでに撹乱されていたようで，遺存状況は必ずしも良いとは言え

ないようである。

出土レベルの最大値は24.402m，最小値は23.488m，平均値は23.859mである。出土レベルの差が 1m

近くに及んで、いるが，上部が削平されて，撹乱が激しいことと関係するのであろうか。
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器種

削器 1点・石核 1点・二次加工のある剥片 2点・使用痕のある剥片 5点・剥片26点・砕片 2点・喋4点

の合計41点の出土である(第6表)

第26図1は削器としたものである。左側縁全体に比較的丁寧な調整が連続する。ホルンフェルス 1製で

ある。 2. 3は二次加工のある剥片としたものである。 2は，珪質頁岩2とした石材によるもので，縦長

に近い剥片の右側縁に.部分的に調整を施す。 3は珪質頁岩3とした石材で， 自然面を残す不整形な剥)十

の一部に調整を施す。

第26図 4~7 ・第28図 11は使用痕のある剥片としたものである。 4 は，小形の剥片の下部縁辺に，使用

に伴うであろう微細な剥離痕が存在する。 5~7 ・ 11 は，いずれも縦長の剥片の側縁に，使用に伴うと考

えうる痕跡を留めるものである。 8は珪質頁岩 5とした石材の やや大きな剥片である。

第6表 u器集中 4 組成表

削待 石核
ー次加工の 使用痕の

剥片 砕片 喋 fTH十 剤lJま比
ある剥片 ある剥片

I 2 4 9.8% 
珪質頁岩 1

46.57 6.17 10.11 62.85 35.4% 

l 6 17.1 % 
珪質頁岩 2

2.28 10フ3 1301 7.3% 

l 2 4.9% 
Jl質頁岩 3

4.28 0.77 5.05 2.8% 

l l 2.4% 
珪質頁TH

3倒 3.68 2.1% 

l 2.4% 
珪質頁岩 5

11.22 11.22 6.3% 

l 1 乙4%
珪質頁岩6

1.94 1.94 1.1% 

2.4% 
珪質頁岩不明

0.06 。06 0.0% 

l 2.1% 
玉髄 1

16.26 16.26 9.2% 

2.4% 
玉髄2

0.6 0β 0.3% 

l 2 4.9% 
ホルンフェルス I

2.38 0.24 2.62 1.5% 

1 2 4 9.8% 
流紋岩 1

8.98 14.67 0.03 23.68 13.3% 

l 2.4% 
流紋岩2

2.9 2.9 1.6% 

l 2.4% 
流紋岩 3

0.51 0.51 0.3% I 
2.4% 

流紋岩 4 。14 。14 0.19七

8 8 19.5% 
1.( I [1有A1

30.23 30.23 17.0% 

2.4% 
安山岩A2

0.78 0.78 0.1% 

2 I 3 7.3% 
安山岩A不明

0.44 0.13 0.57 0.3% 

2.4% 
粘板岩

1.37 1.37 0.8% 

合計(点数) l 2 5 26 2 11 lC的09υ
合言I(重量) 2.38 46.57 6.56 37.03 82.15 0.16 2.62 177.47 lぽ).0%

組成比(点数) 2.4% 2.4% 4.9% 12.2% 63.49も 4.9% 9.8% lω0% 
組成比(重量) 1.3% 26.2% 3.7% 20.9% 46.39も 0.09% 1.5% [ 100.0% 
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第28図石器集中 4 (3) 

第27図9は接 1とした接合資料である。安山岩Al製で，横長の剥片の半ばで折れたものが，接合した。

第27図接2は，珪質頁岩 1とした石材の接合資料である。石核 1点・使用痕のある剥片 l点・剥片 2点

が接合した(第28図1O~13)0 13が石核で 11が使用痕のある剥片 10・12が剥片である。おそらく石材

を横方向に回転させながら.11→12→10の順で連続的に剥離をおこなった後 打面を転移してさらに剥離

をおこない，最終的に13が残核として遺跡内に残されたようである。

器種別の分布は，第26図4・5の使用痕のある剥片. 8の剥片が西側分布域で出土した。また，接 1の

一方が西側分布域で出土した。西側分布域には，その他図化しなかった剥片 2点と砕片 1点がある。なお，

西側分布域でまとまって接合した接2に含まれる第28図11が確認調査中に出土したため厳密な出土位置
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が不明であるものの，出土したグリッドから見ると東側分布域で出土した可能性がある。その他のものは，

東側分布域出土である。喋2点も東側分布域で出土した。

石材

珪質頁岩17点・玉髄2点・ホルンフェルス 2点・流紋岩6点・安山岩A12点・粘板岩 1点の構成である。

珪質頁岩は 6母岩に判別した。珪質頁岩 1は第27図接2が相当する。自然面はオリープ黒色，剥離面は

灰色がかった暗青灰色に近く，不純物をほとんど含まない。珪質頁岩2は，第26図2の二次加工のある剥

片が相当する。緑灰色で，白色の不純物を多く含む。珪質頁岩3は3の二次加工のある剥片が相当する。

灰オリープ色で不純物をほとんど含まない。珪質頁岩4は7の使用痕のある剥片で，単独母岩である。自

然面付近は流紋岩質である。全体に灰白色に近い色調で 灰黄褐色の縞が目立つ。珪質頁岩5は8の剥片

で，単独母岩である。全体に灰オリープ色がかつており，灰白色の細かい縞がある。珪質頁岩6は4の使

用痕のある剥片が相当する。全体としては暗オリープ灰色に近く，黄褐色の細かい縞と，暗青灰色の縞が

少し認められる。珪質頁岩 1と色調が似ているが 同一母岩と断定する根拠がなく，別母岩とした。

玉髄は 2母岩に判別した。玉髄 1は第26図6の使用痕のある剥片である。いわゆるメノウで，透明度が

ややにぶく，若干樫色に色が付く。玉髄2は小喋である。

ホルンフェルス 1は暗オリープ灰色に近い色調である。第26図1の削器が相当する。

流紋岩は 4母岩に判別した。流紋岩 1は第26図5の使用痕のある剥片が相当し灰白色でオリープ灰色

の不純物が目立つものである。流紋岩2は 明黄褐色で，石英粒や細かい黒色粒などが目立つ。自然面を

多く残す小型の剥片で，固化しなかった。流紋岩3は小喋片である。

安山岩Aは2母岩に判別した。安山岩A1は第27図接 1が相当する。オリープ灰色で，白色粒状物質が

やや目立つ。安山岩A2は，小型の剥片のため図化しなかったが 白色粒状物質が全く見られず，質感も

異なるため，区別した。

粘板岩 1は小喋である。

石材別の分布としては，西側分布域に珪質頁岩 6.流紋岩 1が1点.接 1の安山岩A1が1点と，さら

に母岩判別不能であった珪質頁岩が 1点と安山岩Aが2点存在する。厳密な出土位置が不明だが，珪質頁

岩1の接2のうち 1点が西側分布域で出土した可能性がある。

上記のもの以外は東側分布域で出土した。

5 石器集中 5 (E1区) (第29~45図，第 7 ・ 13表，図版 5 ・ II~ 13) 

分布

遺跡南西端のE1区で検出した。遺跡南側に存在する小谷の，谷頭付近に形成された石器集中地点である。

石器集中地点、の位置する旧地形は，この谷頭に向かつて南向きに傾斜していたようで，遺物も南方向に傾

斜して出土している。調査区の南側では，ロームの遺存状況が悪く，一部医層に相当する層準までソフト

ロームイヒしていた。

E1区内で広く遺物が出土したが，接合関係及び平面分布等を勘案して，分布域 a~c として仮に分離

した。北側に位置するものを分布域 a 南西側のものを分布域b. 南東側のものを分布域 cとした(第29

図)。分布域 aと分布域bの聞には，接 1・接2とした接合資料がある。分布域 aと分布域 cの聞には接

合資料はないものの，同一母岩と判断される石材が相互に存在する。
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分布域 aは，15W68・78グリッド内の 4mx2mほどの範囲に分布する (第30図)0 多様な珪質頁岩製

の石器が主である。分布域a内でまとまる接合資料として接 1が存在する。接 1の内の 1点は分布域b内

で出土し， 分布域 a. b間の接合資料ともなる。

分布域bは， 15W87グリッドを中心に 3mx3mほどの範囲で遺物が比較的密集し その周囲の 5mx

9mほどの範囲で遺物が拡散する (第35図)。安山岩A製の石器が多く， 多様な珪質頁岩製の石器を出土

した分布域である。 分布域 b 内でまとまる接合資料として接 6~接10がある。

分布域 cは， 15W79グリ ッドを中心に， 9mx6mほどの範囲にやや拡散して分布する (第41図)。珪

質頁岩製と安山岩A製の石器が， 同じくらいの量で存在する。分布域c内でまとまる接合資料として，接

3~接 5 がある 。

出土層位は， 断面図を見る限り上下に拡散が見られる。地形が傾斜していることと，南側の谷に近い部

分ではロームの遺存状況が悪いことなどの条件が重なり， 断面図に投影した遺物ドットが， 的確に出土層

位を反映し切れていない可能性があろう 。 ただし概ね医層~vn層に遺物ドットが集中するように見え，

IXa層から出土するものがもっとも多いようである。

出土レベルの最大値は25.365m，最小値は24.336m. 平均値は24.859mである。出土レベルの最大値と

最小値の差が約 1mあるのも，
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器種

台形様石器1点・削器 1点・石核8点・二次加工のある剥片 1点・使用痕のある剥片11点-剥片61点・

喋 1 点の合計84点が出土した(第 7 表)。図は a~c の分布域ごとにまとめた。

(分布域 a)

分布域 aは，台形様石器1点・石核 1点・使用痕のある剥片5点・剥片13点・喋 1点が分布する。分布

状況を第30図に，実測図を第31~34図に示した。

第31図1は台形様石器と判断した。平面形は菱形に近く，先端が尖る。左側縁下部に調整を施す。ホル

ンフェルス 1製である。 2は使用痕のある剥片である。 2はやや厚手で平面形が菱形に近い剥片の一端に，

微細な剥離痕が存在する。珪質頁岩4製である。他に使用痕のある剥片として，第32図接 1に含まれる第

33図 6~8 ・ 11 ・第34図12が存在する。

第31図3・4は剥片である。 3は珪質頁岩6製の，不整形な剥片である。表面の稜となる部分に打面調

整のためと思われる剥離痕が残る。 4は珪質頁岩11製の剥片で，母岩となった喋の形状をよく残すもので

ある。 5は，珪質頁岩4製の石核である。打面を入れ替え，多方向から剥離をおこなったことが窺える。

一部自然面を残す。

第32図接 1は分布域 a内で大多数がまとまる接合資料である。使用痕のある剥片5点・剥片 3点が接合

する(第33図 6~第34図13) 。このうち第33図 7 の使用痕のある剥片だけは，分布域 b で出土した。珪質

頁岩 1 製で，他に接合しない剥片類は存在しない。 6~8 ・ 11 ・ 12は使用痕のある剥片で，使用に伴うと

考えうる微細な剥離痕が顕著に観察できたものである。 9. 10・13は剥片である。接 1から窺える剥離の

状況は，上方を打面として 6を剥離した後，下方に打面を転移し 7を含む複数の剥片を剥離し再び上方

に打面を転移して 8以降の剥片を連続して剥離したようである。

(分布域b)

分布域bは，削器 1点・石核5点・使用痕のある剥片 3点・剥片31点が分布する。分布状況を第35図に，

実測図を第36~40図に示した。

第36図14は削器としたものである。安山岩A7とした石材で，下部の縁辺に調整を加え刃部としている。

上部にも大ぶりな剥離による加工を加えている。 15・16は使用痕のある剥片である。 15は珪質頁岩9製の

剥片で，下部の縁辺の一部に徴細な剥離痕が存在する。 16は珪質頁岩8製で，鋭利な縁辺の大半に微細な

剥離痕が観察できる。他に使用痕のある剥片として，接 1に含まれる第33図7が出土した。

第36図17~第37図22は剥片である。第36図17は珪質頁岩 7 製の剥片である。右側面の上部には頭部調整

かと思われる古い剥離痕が存在する。 18は珪質頁岩10製の剥片で，自然面を多く残すものである。 19は安

山岩A2製で，打面調整剥片であろう。 20は安山岩A3製である。第37図21は，安山岩A5で，横長で厚

みのある剥片である。 22は接7とした接合資料で，安山岩A2製である。

第37図23は石核で，接6とした接合資料である。 aとbに折れた後 aはさらに剥離がおこなわれてい

るようで. bを最終的な残核とするべきかもしれない。安山岩A2製で，多方向からの剥離の痕跡を残す。

一部に自然面が残る。

第37図接2は分布域 a. b聞で接合した資料である。石核 1点・剥片 1点が接合する(第37図24・25)。

珪質頁岩2とした石材で. 24が分布域 aで出土し. 25が分布域bで出土した。 24は小型の剥片で，表面に

は自然面が残る。 25は喋の形状を良く残す石核で，肩平な円喋の112程度を残すように見える。
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第34図石器集中 5・分布域 a (4) 

第38図接8.第39図接 9・第40図接10は分布域 bでまとまる接合資料である。いずれも安山岩A3とし

た同一母岩である。安山岩A3は，この他に接合しない剥片として，第36図20など4点がある。接8は石

核 1 点・剥片 2 点が接合する(第38図26~28) 0 26・27が剥片で，28が石核である。接 8は上部の打面調

整が顕著におこなわれており， 26・27の剥片はここを打面として剥離されている。27は下方からさらに剥

離を加えている。接9は剥片 2点が接合する(第39図29・30)029と30は打面を約900回転して剥離されて

いる。接10は石核 1点・剥片 1点が接合する(第40図31・32)031は不整形な剥片である。32は小型の石

核であり，自然面を多く残す。同一母岩と判断した他の剥片類に比べ小さすぎるとも思えるが，接8の27

のような，石材が癌状に若干張り出した部分を用いたと考えた。
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(分布域 c)

29 

接9
(29+30) 

第39図石器集中5.分布域b(4) 

;心

分布域cは，石核2点・二次加工のある剥片 1点・使用痕のある剥片3点・剥片17点が分布する。分布

状況を第41図に，実測図を第42~45図に示した。

第42図33は，二次加工のある剥片としたものである。珪質頁岩5製で 縁辺のごく一部に細かい調整を

施す。 34・35は使用痕のある剥片である。 34は安山岩A1を用いたものでに左側縁から右側縁下部かけて，

微細な剥離痕が観察できる。35は黒色頁岩 1製のやや大型の剥片で，左側のやや鋭利な縁辺に微細な剥離

痕が観察できる。使用痕のある剥片としては他に，接3に含まれる第45図43がある。

第42図36~第43図38は剥片である 。 第42図36は珪質頁岩 3 製の剥片である。 表面には自然面が残り，こ

ぶし大の礁の形状が窺える。接3とは同一母岩と判断した。第43図37は接4とした接合資料で，安山岩A1

製である。38は接5とした接合資料で，やはり安山岩A1製である。37・38とも打面方向に自然面が残る。
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第40図 石器集中 5・分布域 b (5) 
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第43図39・40は石核である。39は安山岩A1製の小型の石核である。図化しなかった右側面は自然面で

ある。40は安山岩A4製の石核である。打面転移を繰り返し最終的には盤状の残核となっている。

第44図接 3は分布域 c内でまとまる接合資料である。珪質頁岩 3とした母岩であり，使用痕のある剥片

1点・剥片 5点が接合する(第45図41~46) 。 珪質頁岩 3 は他に，第42図36の剥片を含め，接合しない剥

片類3点が出土している。第45図43は使用痕のある剥片である。貝殻状の形態を呈する剥片の縁辺に，使

用に伴うと考えうる微細な剥離痕が存在する 。 他の41 ・ 42 ・ 43~46は，すべて剥片である 。 接合した状況

からは，角の取れた妻子状の礁の形状が窺える。剥離の順序は，まず41の剥片を礁の角を取るようにして

剥離しその後上方に打面を設定し42・43を剥離する。その後44・45を剥離するが. 44と45の前後関係は

不明瞭で、ある。45は打面を下方に反転させ剥離している。その後打面を再び反転して. 46を剥離したよう

である。
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石材

珪質頁岩32点・黒色頁岩 1点・ホルンフェルス 1点・チャート 1点・流紋岩 1点・安山岩A48点の構成

である。

珪質頁岩は11母岩を判別した。珪質頁岩 1は第32図接 1が相当する。暗灰色に近い色調で，不純物をあ

まり含まない。珪質頁岩2は第37図接2が相当する。自然面はにぶい黄褐色，内部は褐灰色で，白色の細

かい不純物を少量含む。珪質頁岩3は，第44図接3と第42因坊の剥片が相当する。自然面や節理面は褐色

~暗褐色を呈し良質な部分は灰色に近い。珪質頁岩4は，使用痕のある剥片(第31図2) と石核(第31

図5)である。灰オリープ色で，部分的に褐色を呈する。不純物の少ない，轍宮、な石材である。

珪質頁岩5は第42図33の二次加工のある剥片が相当し，灰白色で不純物をあまり含まない。珪質頁岩6

は第31図3の剥片が相当する。自然面は暗褐色，内部は黒褐色で，白色粒状の細かい不純物を少量含む。

色調だけ見ると，いわゆるチョコレート色の珪質頁岩のようだが より軟質で，轍密さに欠ける。

珪質頁岩7は第36図17の剥片が相当する。灰オリープ色を呈するもので 自然面は暗オリープ色~褐色

~暗赤褐色と変異に富むようである。珪質頁岩8は第36図16の使用痕のある剥片で，単独母岩である。青

灰色に近く，不純物をあまり含まない轍密で良質な石材である。

珪質頁岩9は第36図15の使用痕のある剥片で，単独母岩である。オリープ黒色に近い色調の，不純物の

少ない比較的轍密な石材でである。珪質頁岩10は第36図18の剥片で 単独母岩である。自然面はにぶい黄

色，内部は黄灰色で，不純物をあまり含まない。珪質頁岩2に質感が似るが，白色粒状の不純物を含まな

いため，別母岩と判断した。珪質頁岩11は第31図4の剥片で.単独母岩である。小喋の形状を残すもので，

明黄褐色を呈する。

黒色頁岩 1は，第42図35の使用痕のある剥片が相当し.単独母岩である c 全体に灰色~暗青灰色で.非

常に轍密な感触である。

ホルンフェルス 1は，台形様石器(第31図1)が相当し単独母岩である。暗緑灰色に近い色調の石材

である。

チャート 1はごく小さな喋である。

流紋岩 1は黄褐色を呈するもので，小型の剥片のため図化しなかった。

安山岩Aは8母岩を判別した。安山岩A1は第43図39の石核 第42図34の使用痕のある剥片，第43図37

接4・38接5の剥片が相当する。暗灰色に近く，白色粒状の不純物を少量含むが，あまり目立たない。自

然面が残るものは，やや多孔質でざらつく。安山岩A2は第36図19・第37図22接7の剥片や第37図23接6

の石核が相当する。あまり質が良くなく 剥離面でも滑らかさがなく.販が目立つ。白色粒状の不純物は

目立たない。安山岩A3は第36図20の剥片や第38図接8・第39図接9・第40図接10が相当する。灰色で，

安山岩A1に比べ若干薄い色調である。また.白色粒状の不純物が目立つ。自然面が残るものは，安山岩

A1に比べ滑らかである。

安山岩A1・3と安山岩A2の判別は比較的容易であるが，安山岩A1と安山岩A3の判別はそれほど

明瞭ではない。本来は同ーの母岩の 別の相を捉えている可能性もある。ただし上記のような特徴によ

りグルーピングが可能であったため，一応別母岩と判断した。以下の安山岩A4~8 は，安山岩A1~3

と明らかに異なった特徴を有するものを判別したものである。
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安山岩A4は第43図40の石核が相当する。風化により黄褐色に近い色調で，少量の白色粒状の不純物と，

黒色の不純物が少量含まれる。安山岩A5は第37図21の剥片で，単独母岩である。暗オリ ーブ灰色に近く，

青灰色の縞が目立つものである。安山岩A6は，灰色の地に，白色粒状の不純物と黄褐色の縞が目立つも

のである。小型不整形の剥片のため図化しなかった。安山岩A7は第36図14の削器が相当し，単独母岩で

ある。濃い暗黄灰色で，白色粒を含まず，細かい黒色の不純物を少量含む。安山岩A8は明るい黄灰色で，

黒色の不純物が目立つものである。小型不整形の剥片のため，図化しなかった。

分布域ごとの石材の分布をまとめておく 。分布域aでは 台形様石器であるホルンフェルス 1が分布す

る。接 1の珪質頁岩 1が多数分布し，接2の一端である珪質頁岩2が1点分布する。その他，珪質頁岩4

~7 ・ 11が分布する。珪質頁岩 5 は分布域 c でも 1 点出土している。 また，分布域 c で多数出土した安山

岩A1が1点だけ分布する。チャート 1の喋も分布する。

p
h
U
 



分布域 b では，接 6 ・接 7 を含む安山岩A2. 接 8~1Oを含む安山岩A3 が多数を占める。珪質頁岩 1

(接 1)・珪質頁岩2 (接 2) が 1 点ずつ分布し，分布域 a との接合資料となっている。珪質頁岩 7~1O.

流紋岩1.安山岩A5~8 が分布する。

分布域cはやや母岩数が少ない。接3を含む珪質頁岩3と，接4・接5を含む安山岩Alが多数を占め

る。分布域 aで1点出土した珪質頁岩5が分布する。黒色頁岩 1と安山岩A4が分布する。

第7表石器集中 5 組成表

台形様石器 削器 石核
一次加工の 使用痕の

剥片 礁 ノ口斗三ロ十l 組成比
ある剥片 ある剥片

5 3 8 9.5% 
珪質頁岩 1

108.89 128.07 236.96 17.3% 
I 1 2 2.4% 

珪質頁岩2
19.4 1.86 21.26 1.6% 

l 8 9 10.7% 
珪質頁岩3

10.68 137.4 148.08 10.8% 
l 1 2 2.4% 

珪質頁岩4
51.87 2.92 54.79 4目0%

l 1 2 2.4% 
珪質頁岩 5

8.52 0.37 8.89 。 目6%

2 2 2.4% 
珪質頁岩6

13目06 13加 1.0% 

3 3 3.6% 
珪質頁岩7

17.3 17.3 1.3% 

l 1.2% 
珪質頁岩8

24.66 24.66 1.8% 
1 1.2% 

珪質頁岩9
7.5 7.5 0.5% 

1.2% 
珪質頁岩10

9.4 9目4 0.7% 

1 1.2% 
珪質頁岩11

10.75 10.75 0.8% 
1 1 1.2% 

黒色頁岩 1
63.28 63目28 4目6%

1 1.2% 
ホルンフェルス l

2.43 2.43 0.2% 
l 1 1.2% 

チャート 1
0.09 0.09 0.01% 

l 1 1.2% 
流紋岩 1

1.08 1.08 0.1% 
l I 10 12 14.3% 

安山岩A1
17.36 23.78 81.45 122.59 9.0% 

2 11 13 15.5% 
安山岩A2

92 150.03 242.03 17.7% 

2 9 11 13.1% 
安山岩A3

75.98 163.26 239.24 17.5% 

l l 2 2.4% 
安山岩A4

56.56 5.43 61.99 4.5% 
l I 1.2% 

安山岩A5
15.94 15.94 1.2% 
1 1 1.2% 

安山岩A6
4.11 4.11 0.3% 

1 1.2% 
安山岩A7

51.07 51.07 3.7% 
1 l 1.2% 

安山岩A8
7.72 7.72 0.6% 

6 6 7.1% 
安山岩A不明

3.49 3.49 0.3% 
合計(点数) 1 8 1 11 61 84 l∞.0% 
合計(重量) 2.43 51.07 313.17 8目52 241.71 750.72 0.09 1.367.71 l∞.0% 
組成比(点数) 1.2% 1.2% 9.5% 1.2% 13.1% 72.6% 1.2% 100.0% 
組成比(重量) 0.2% 3.7% 22.9% 0.6% 17.7% 54.9% 0.0% 100.0% 
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6 石器集中 6 (E2区) (第46~50図，第 8 ・ 13表，図版 5 ・ 14)

分布

遺跡中央南側のE2区で検出した。遺跡南側に存在する小谷に沿った，緩斜面に位置する。遺物は. 14Y 

95グリッドと15Y05グリッドの境界付近にやや集中して分布しその周囲6.5mx 11mほどの範囲に拡散し

て分布する。接合資料として接 l~接 4 が存在する。

出土層位はIXa層~日層にわたるが.VII層を中心とするようである。出土レベルの最大値は24.702m. 最

小値は24.207m. 平均値は24.431mである。

器種

削器2点・模形石器 1点・石核 1点・二次加工のある剥片 3点・剥片28点・剥片 2点・砕片 1点・喋

1点の合計38点が出土した(第8表)。図化したものの石材は，第48図3の剥片が黒曜石 1製である以外，

すべて安山岩Al製である。

第48図1は削器としたものである。小型の剥片の左側縁から下部にかけて，規則的な調整が加えられて

いる。削器としては別に，接2とした接合資料に含まれる第49図7がある。横長の大型の剥片が半ばから

折れたものを，削器としたものである。左側縁に規則的な調整が加えられている。

第48図 2 は模形石器である。縦長の素材の上下から，両極剥離をおこなうものである。 3~5 は剥片で

ある。 3は黒曜石 1製の剥片である。 4・5は安山岩Al製のもので. 4は不整形な剥片. 5は打面調整

剥片であろう。

第48図6は，接 1とした接合資料で，横長でやや大型の剥片の半ばで折れたもの同士が接合したもので

ある。第49図接2は，削器 1点・二次加工のある剥片 1点が接合した(第49図7・8)0 7・8は接合し

て，大型の横長剥片となる。 7が削器であり. 8は下部の縁辺に一部調整が施されており.三次加工のあ

る剥片とした。 7の縁辺の調整は，接合する 8の縁辺まで連続していないことから，横長剥片が半ばから

折れた後，それぞれに調整を施したものであろう。

第49図接4は，二次加工のある剥片 2点が接合した(第49図9・10)09'10とも小型横長の剥片の下部

縁辺に，あまり丁寧でない調整が加えられるものである。

第8表石器集中 6 組成表

削器 模形石器 石核
二次加工の

剥片 砕片 磯 ム'-'、三ロiト 組成比
ある剥片

黒曜石 1
l l 2.6% 
7.11 7.11 3.1% 

チャート 1
l 2.6% 

0.29 0.29 。目1%

流紋岩 1
l l 2.6% 

0.48 0.48 0.2% 

安山岩A1
2 I 3 24 31 81.6% 
14.7 18.6 7.57 33.58 145.1 219.55 96.2% 

安山岩A不明
2 2 4 10.5% 
。目46 0.29 0.75 0.3% 

合計(点数) 2 l 1 3 28 2 1 38 100.0% 
合計(重量) 14.7 18.6 7.57 33.58 152.96 0.29 0.48 228.18 l∞.0% 

組成比(点数) 5目3% 2.6% 2.6% 7.9% 73.7% 5.3% 2目6% 1∞0% 
組成比(重量) 6.4% 8.2% 3.3% 14.7% 67.0% 0.1% 0.2% 1∞.0% 
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第47図 石器集中 6・母岩別分布状況

第50図接3は，石核 1点・剥片3点が接合した (第50図11-14)。石核を中心とした接合資料で. 11-

13の剥片と.14の石核が接合したものである。11の下部と12の上部は接合し縦長剥片の半ばで折れたも

のである。11・12と13は，それぞれ打面を上下に反転して剥離されている。 14は小さな残核であるが，模

形石器として用いられた可能性もある。

石材

黒曜石 1点・チャート 1点・流紋岩 1点・安山岩A35点の構成で，圧倒的に安山岩Aが多数を占める。

黒曜石 1は第48図3の剥片で，単独母岩である。漆黒で透明度が高く，白色粒状の爽雑物を少し含む。

チャート 1は，暗オリーブ灰色で，にぶい透明度をもっ。単独母岩である。ごく小さな剥片のため図化

しなかった。

流紋岩 1は小礁である。

安山岩A1は，本集中地点の大多数の石器を構成する石材である。図化したものは，第48図3以外全て

が，この石材に相当する。灰色に近い色調で，白色粒状物質をごく少量含む。比較的轍密で，新鮮なガジ

リ部分は黒色を呈する。

なお，安山岩Aで不明としたものは，安山岩A1とは判断できなかったが，別の母岩として積極的に認

定することもできなかったものである。結果から見ると，安山岩A1以外の安山岩Aの母岩が認定できな

かったことから，安山岩A1に含めて考えても差し支えないかと思う。
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第3節 AT上位石器群

1 石器集中 7 (C3区) (第51・52図，第9・13去，図版3・15)

分布

遺跡北端のC3l;{で検出した.小規模な石器集中地点である。 llAB20グリッドを中心に 4mx4mほど

の範囲内に分布する。地形図を見ると遺跡北東側には小規模な谷が存在し石器集中 7はこの小谷の谷頭

部付近の緩斜而に位置すると見るしうる。ただし C3区の土層断面図は調査区の南西側壁で作成された

ため，この小谷の出口占向である南東方向への傾斜をうまく捉えていない可能性がある。

出土層位は四層~VI層わたり，やや拡散する。断面同上に投影された遺物のドットは，南方向に下がっ

て分布している。前述のように図化された断面図が，傾斜する地形を良好に反映していない可能性もあり，

出土層位については，遺物の投影された位置がそのまま出土層位と判断してl:.tいものか，検討の余地があ

ろう。出土した石器群の様相から.一応日層を主とすると判断した。

出土レベルの最大値は24.972m. 最小値は24.563mで，干均値は24.756mである。

器 種

ナイフ形イイ器2点，削器2点， 石錐 1点，三次加了ムのある剥片 1点，使用痕のある剥片 2点，主計l片3点，

喋 2点の合計13点が出士した(第 9表)。全体の出土点数は少ないものの，豊寓な製品類が出土したと言

えよう。喋以外はすべて黒曜石製である。

第52阿1・2はナイフ形石器である。 1はやや幅広の縦長剥片の打面を基部として，基部付近から右側

縁全体と左側縁の一部に調整を施すっ 2は石メJを逆位に用い，裏面の基部付近は整形剥離後に入念な調整

を施している。先端部は切り出し状の形態であり.先端部付近の左側縁と切り同し状の先端部に剤1Iかい調

整を加えている。

第9表石器集中 7 組成表

ナイフ]f;
削得 石錐

一次加工の 使用痕の
剥1¥- R事 合(;十 組成比

15器 ある剥片 ある)fIJ片

県限利 1
2 2 15.1% 

18.87 18.87 5.5lfo 

思昭石 2
l 2 1;;.4% 

10.94 0.6 11.54 3.4% 

黒咽石 3
7.7% 

7.62 7.62 2.2% 

ワ1幅石 4
円1.円79'o

2 2.43 0.7"6 

黒曜石 5
7.70b 

6.18 6.18 1.800 

黒暇イJ6
円i円i八 o 

103 1.03 0.3% 

黒暇石不明
3 3 23.1% 
U6 U6 0.3'沿

安山岩 1
同i。【79to

241.21 241.21 70.0'沿

安山岩 2
7.7% 

;';4.37 54.37 15.8% 

合計(点数) 2 2 I 2 3 2 13 100.0% 
合計(1jl:畳) 18.56 18.87 2.43 0.6 7.21 U6 295，:)8 344.41 100.0% 

組成比(点数) 15.4% 15.4% 7.7% 7.7% 15.4% 23.1% 15.4% 100.0% 
組成比 Cill:量) 5.49も 5.5% 0.7% 0.2% 2.1% 0.3% 85.8% 100.0% 
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3・4は削器である。 3は厚みのある縦長剥片を用い，右側面に表裏から顕著な調整を施すc 4は左側

面全体と，右側縁上部に調整を施す。

5はイi錐と判断した。おそらく横長の素材を用いて 周縁全体に入念な調整を施す。先端付近は左側を

ノッチ状に成形することで，錐部を作出している。

6は，剥片の右側縁に細かい調整が施されたものである。左側面は折れている可能1'+もあり，全体の形

状がはっきりしないため，二次加工のある剥片としたc 右側縁下部の細かい剥離は，ガジリの可能性があ

る。

7・8は使用痕のある剥片である。 8は二次焼成を受けたようで 表面は白濁したような色調となって

いる。

{j材

黒曜石11点.安山岩2点で構成されるc 安山岩2点はし、ずれも喋である。

黒曜石は 6母岩に判別した。複数の器種が認められるものは黒曜石 1・2で，他は単独母岩である。

黒曜石 1は透明度が鈍く 粒状の爽雑物が多し~第52図3・4の削器が相Jうする。黒曜u2は透明度が

鈍く，白色~暗褐色の縞状の色調が顕著に入ることにより，やや暗褐色でくすんで見える。粒状の爽雑物

が目立つ。 1のナイフ形石器と 6の二次加五のある剥片が相iうする。

黒曜石3は漆黒でガラス質の光i)-cを帯び;爽雑物は少なしミ。 2のナイフ形石器が相当する。黒曜石4は

透明度は l:t間で，央雑物をほとんど含まないものの，ややくすんだ色調である。 5の:tj'錐が相当する。黒

曜石5は透明度は中間で，白色に近い色調が縞状に入札爽雑物はごく少なしミo 8の使用痕のある剥片が

相当する。黒昭石 6は透明度が強く，夫雑物をほとんど含まなし、。 7の使用痕のある剥片が相当する。

2 ~tj器集中 8 (C2区) (第53~出向上第10 ・ 13表，図版 2 ・ 15)

分布

遺跡北東端のC21)(:で検出した。 C2区全体で遺物を検出したが.遺物の出土レベルの芹:から， r判明!と北

側の A 群に分離し南側を行器集中 8とした。

12AB25グリッド内の 2mx3mほどの範開を中心とし 6 m X 10mほどの範聞に分散して分布する。

遺跡北東側の小谷に沿って遺物が分布するようである。接合資料として接 1~接 3 が存在する c

出士層位は刊層~N'V屑にわたるが，日屑を中心とする。出土レベルの最大値は24.245m，最小値は

23.791mで，半均値は24.025mである c

器種

角錐状石器 1点・石核 1点・二次加工のある剥片 1点・使用痕のある剥片 1点・剥片 7点・砕片 1点・

醸3点の合計15点で構成される(第10表)。なお， 12AB26グリッドで，喋が 1点出十ゐしたが，揖乱中出土

との記録があり，混入と判断した。

第54岡1は角錐状石器と判断したものである。黒曜石 1製で，左側面を中心に調整をおこなう。平成10

年度確認調査中に出土したものであり，敢密な出土位置の記録を欠く。記録された出士位置は12AB26・

36グリッドとのことで， C2区内で隣接して検出された石器集中 Iに帰属する日J能性もあるが.石器の器

種判定からこちらに帰属させた。

第54図2・3は剥片である。いずれも 2点からなる接合資料で， 自然、面を残すものである。 2は接3と
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した接合資料で，安山岩A2とした母岩である。 3は接2とした接合資料で，安山岩Alとした母岩であ

る。

第55図接 1は珪質頁岩 1とした母岩の接合資料で，石核 1点・三次加工のある剥片 1点・使用痕のあ

る剥片 1 点・剥片 1 点が接合する(第56図 4~7)。他に接合しない同一母岩の剥片類は存在しなかった0

4は使用痕のある剥片， 5は二次加工のある剥片， 6は剥片， 7が石核である。打面転移を繰り返して，

剥片を剥離している。残された剥片は， 4→ 5→ 6の順序で剥離されているが，聞にはプランクが存在し

おそらく良好な剥片は遺跡外に持ち出されたのであろう。

石材

黒曜石 1点・珪質頁岩 1点・玉髄 1点・チャート 1点・安山岩A6点・安山岩B1点・安山岩 1点の構

成である。

黒曜石 1は，角錐状石器(第54図1)に用いられたもので，漆黒を呈し，粒状の央雑物を少し含む。

珪質頁岩 1は，第55図接 1とした接合資料であり，こぶし大のノジュールの形状がほぼ復元できた。自

然面は風化が進んで灰色~灰黄色を呈し，ノジ、ユール内部の外側に近い部分は灰オリープ色，中心付近は

オリープ黄色を呈する。

玉髄 1は白色不透明の砕片で，図化しなかった。

安山岩Aは4母岩に判別した。安山岩Alは第54図接2で，全体に黄色がかり，白色粒状物質を多く含

み，黒色の細かい粒状物質を少量含む。自然面には細かい敏が目立つ。安山岩A2は第54図接 3で，全体

にやや黄色がかり，白色粒状物質を少量含む。自然面は安山岩Alに比べ滑らかである。安山岩A3は暗

青灰色を呈し不純物は少ない。安山岩A4は，完形の小喋である。

第10表石器集中 8 組成表

角錐状石器 石核
二次加←工の 使用痕の

剥片 砕片 型集 合言| 組成比 | 
ある剥片 ある浦l片

黒曜石 1
l 6.7% 

1.32 1.32 0.3% 

珪質頁宇tl
1 l l 4 26.7% 

144.59 22.07 46.35 10.59 223.6 42.9% 

玉髄 1
l 1 6.7% 

1.84 1.84 。目4%

チャート 1
1 1 6.7% 

10.31 10.31 2.0% 

安山岩Al
2 2 13.3% 

99.77 99.77 19.1% 

安山岩A2
2 2 13.3% 

1ll.81 111.81 21.5% 

安山岩A3
I l 6.7% 
2.4 2.4 0.5% 

安山岩A4
l l 6.7% 
0.93 0.93 0.2% 

安山岩B1 
1 I 6.7% 
6.02 6.02 1.2% 

安山岩 1
l 1 6.7% 

63.14 63.14 12.1% 

合計(点数) 1 l 7 1 3 15 100.0% 
合計(重量) 1.32 144.59 22.07 46.35 230.59 1.84 74目38 521.14 l∞.0% 

組成比(点数) 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 46.7% 6目7% 20.0% 100.0% 
組成比(重量) 0.3% 27.7% 4.2% 8.9% 44.2% 0.4% 14.3% 100.0% 
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図化しな青灰色の剥片であり，チャート 1.安山岩 1は礁である。安山岩B1は風化がかなり進んだ，

図版3・16)(D2区) (第57・58図，第11・13表，

かった。

石器集中 9

布

3 

分

広い範囲にわたってE層~四層を主とする石器集中 2を検出遺跡南西のD2区で検出した。D2区では，

出土レベルが明らかに異なるため，別の石器集中地点とD2区南西端付近の小規模な集中域は，し?こが

判断し石器集中 9とした。

1 m x 1.5mほどのごく狭い範囲に遺物が集中する。14W54グリッドと14W55グリッドをまたぐように，

町 .v層を主体とする。出土レベルの最大値は25.435m，出土層位は 1点だけVI層出土のものがあるが，

最小値は25.255m，平均値は25.375mで、ある。

種器

(第11表)。第四図 1・2は玉髄 1製の掻器で掻器2点・剥片 3点・敵石 1点の合計6点で構成される

基部に急角度の調整が施される。左側縁には使用に伴うと思われる痕跡が1は縦長の剥片を用い，ある。

認められる。2は比較的薄い剥片の基部に，急角度の調整が施される。調整は丁寧で、ある。3は安山岩A1

下端部に敵打痕と部分的に磨った痕跡が認められる。
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第58図石器集中 9

第11表 石 器 集 中 9 組成表

掻器 敵石 剥片 合計 組成比

玉髄1
2 3 5 83.3% 

23.91 8.46 32.37 32.5% 

安山岩A1
l l 16.7% 

67.27 67.27 67.5% 

合計(点数) 2 1 3 6 100.0% 
合計(重量) 23.91 67.27 8.46 99.64 100.0% 

組成比(点数) 33.3% 16.7% 50.0% 100.0% 
組成比(重量) 24.0% 67.5% 8.5% 100.0% 
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{j材

玉髄5点・安山TfA1点の構成である。玉髄 1はいわゆるメノウで，透明度がやや鈍く，濁った白色~

うすい褐色を呈する。白色の縞状の節理が目立つ。掻器 2)，':i:と剥片 3点がすべてこの石材による。安山吉

A1は融石で単独母告である。

4 石器集中10(Dl区) (第59~62図，第12 ・ 13去，図版 3 ・ 16)

分布

遺跡南西端のD1f5Zで検出した。 15V17グリッド南側で 2mx2mほどの範囲に喋を中心とした遺物が集

中するが，それ以外はD1区全体でやや拡散した状態で出 l二し数点単位の集中はあるものの.顕著な集

中域は認められないようであるつ

向土層位は皿層である。Dlf5Zでは調査時にE層は分層できず，また.遺物はE回全体にやや拡散して

おり.皿屑のどのあたりに集中するのかも不明である。出土レベルの最大値は25.915m. 最小値は25.345

mで，平均値は25.572mである c

15V17グリッドの内の集中域は前述のように喋を中心とし接 1.接 2の喋同上の接合関係が認められ

る。喋のほとんどは赤化し被熱した痕跡を留める。出土状況から見ると喋群と判断しでも良さそうであ

るが，ほとんどの擦がごく小さな喋片で，大部分が10g未満.最大でも28.5gである。この点では.一般

的な喋群のイメージとはやや異なる。本米は傑群が存在したものの.再利用可能なサイズの喋は持ち去ら

れ，小喋だけが残されたJ1J能性もあろう。大部分の喋が持ち去られた後の，喋群の残骸といった様相が想

定できるかもしれない。

器輯

尖頭器 1点・角錐状石器 l点・石核 I点、・台石 1点・一今次加r:のある剥片 1点・使用痕のある剥片 2

点・剥片18点・砕片 2点・喋20点の合計47点で構成される(第12表)ご

第61図 1は黒曜石2製の小型の尖面器である c 両側縁を中心に押厚剥離による丁寧な調整が施されてい

る。 2は角錐状石器とした。黒曜干i1製で.基部から左側面を中心に急角度の調整が施されている。調整

として剥離された部分以外は，悼されたようにくすんでおり.人為的に焼成を受けている可能性がある。

第61凶3は二次加工のある剥片で，珪質頁岩 1製である。厚みのある不整形の剥片の稜の部分に.一部

調整を}JUえている。 4・5は使用痕のある剥片である。 l何者とも五髄 1製の小型の剥片である。

第61図 6~第62図 8 は剥片である。第61同 6 ・ 7 は安山岩A製のやや大型の剥片である 6 は安山岩A4

としたほ岩で， 7は安山岩A1としたほ岩である。第62図 8はホルンフェルス 3製の縦長の剥片である。

第62図 9 は安山岩A製の石核である。楠円形の小喋を用いているこ安 I[I{~'A 3とした母岩である c 10は

ホルンフェルス 4製の台Dムである(中央が窪んだ届平な円喋を用いており.長雨の中央付近には，顕著な

敵打痕を持つ。

石材

黒曜石2点・珪質頁宕 6点・玉髄7点・チャート 5点・ホルンフェルス 6i!:・流紋{';.3点・安山岩A8

点・安山岩6点・砂岩4点の構成である。

黒曜石は，器樟として尖頭器と角錐状石器が相当しそれぞれ単独母岩である c 黒曜石 1は角錐状石器

(第61図2)で，透明度は中間でやや灰色がかつて見えるc 白色粒状の細かい央雑物が円;立:つ。前述のよ
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うに表面は灰色にくすみ，人為的に焼成を受けた可能性がある。黒曜石2は尖頭器(第61図1)で，透明

度は鈍く央雑物を多く含み，やや暗褐色に近い色調である。

珪質頁岩は 3母岩に判別した。珪質頁岩 1は第61図3の二次加工のある剥片が相当する。灰白~灰黄色

を呈する比較的良質のものである。珪質頁岩2は 灰オリープ色で青灰色の縞が特徴的である。ごく小さ

な剥片のみのため図化しなかった。珪質頁岩3は二次焼成を受けた喋片である。

玉髄は 2母岩に判別した。玉髄 1はいわゆるメノウで，透明度はやや鈍く樫色に近い色調である。第61

図4・5を初め，やや多くの剥片が確認できた。玉髄2は砕片 1点のみであるが，きわめて透明度の高い

無色のものである。

ホルンフェルスは4母岩に判別した。ホルンフェルス 1は緑灰色に近い色調で，やや風化が進んだもの

である。小型の剥片のみのため図化しなかった。ホルンフェルス 2は暗緑灰色を呈するもので，小型の剥

片と砕片のみのため図化しなかった。ホルンフェルス 3は第62図8の剥片で，外面は風化が進みにぶい黄

色を呈する。ホルンフェルス 4は第62図10の台石で，全体に緑灰色気味で，青灰色の縞が目立つ。

安山岩Aは4母岩に判別した。安山岩Alは第61図7の剥片が相当し，風化が進み暗灰黄色~黄褐色を

呈する。白色粒状物質がやや目立ち，言明離面でも滑らかさを欠く。安山岩A2は，灰黄色で不純物が目立

たない。単独母岩である。小型の剥片のため図化しなかった。安山岩A3は第62図9の石核で，単独母岩

である。小喋の形状を残す。灰オリープ色~にぶい黄色を呈し，白色粒状物質はごく少ない。安山岩A4

は第61図6の剥片が相当する。灰色に近く，白色粒状物質を少量含む。剥離面の状態は安山岩A1に比べ

滑らかである。

チャート・流紋岩・安山岩・砂岩はすべて喋片である。チャートは 2母岩であった。チャート 1は被熱

し，赤化した喋片である。チャート 2は被熱の痕跡がない小喋片である。流紋岩 1はおそらく被熱しは

じけた喋片である。安山岩 1は接 1・接2の接合資料を含む。被熱により若干赤化し，全体に風化が進ん

でいる。安山岩2はあまり風化の進んでいない小喋片である。

石材別の分布としては 15V17グリッド南側の集中域に チャート 2以外の喋片すべてが集中している。

玉髄1は全体の西寄りに分布が偏り， 15V07・17・27グリッドに帯状に分布する。珪質頁岩 1.ホルンフ

ェルス 1・2は中央付近でまとまり， 15V08・09・18グリッドに分布する。安山岩A4は北西の14W90に

まとまる。珪質頁岩2は中央付近の15V09グリッドと北西の14W90グリッドに分かれるように見える。
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第12表石器集中10 組成表

尖頭器
角錐状

石被 台石
二次加工の 使用娯の

剥片 砕片 喋 合計 組成比
石~ ある剥l片 ある耕l片

黒曜イイ 1
I l 2.19も

11.23 11.23 1.9% 

黒曜石 2
l 1 2.19も

1.87 1.87 0.3% 

誌質頁1'n 2 4.3% 
626 1.17 7.43 1.3% 

珪質頁岩 2
2 2 
1.51 1.51 0.39も

珪質貞岩 3
2 2 4.3% 
18.81 18.81 3.2% 

玉髄 1
2 4 6 12.8% 

4.78 2.29 7.07 1.29も

玉髄2
2.1% 

0.02 0.02 0.003% 

チャート 1
4 4 8.5% 

20.11 20.11 3.49も

チャート 2
1 l 2.1% 
2.41 2.41 0.4% 

ホルンフェルス 1
2 2 4.3% 
4.36 4.36 0.79も

ホルンフェルス 2
l 2 4.3% 
0.22 0.03 0.25 0.04% 

ホルンフェルス 3
1 2.1 % 

32.4 32.4 5.5% 

ホルンフェルス 4
l 2.1% 

299.53 299.53 51.1% 

流紋岩 1
3 3 6.4% 

10.56 10.56 1.89も

安山岩Al
ワ 2 4.3% 

19.63 19.63 3.3% 

安山岩A2
2.1 % 

3.98 3.98 0.7% 

安山岩A3
l 2.1% 

41.29 41.29 7.0% 

安山岩 A1
3 3 6.49も

27.32 27.32 4.79も

安山岩A不明
l 2.1% 
1.07 1.07 0.2% 

安山岩 I
4 4 8.59も

52.6 52.6 9.09も

安山宇t2
2 2 4.3% 
8.12 8.12 1.4% 

砂岩 1
4 4 8.5% 
15.02 15.02 2.6% 

合計(点 1 l I 2 18 2 20 47 100.0% 
合計(重量) 1.87 11.28 41.29 299.53 6.26 4.78 93.95 0.05 127.63 586.59 lω0% 

組成比(点数) 2.19も 2.1% 2.1 % 2.1% 2.1% 4.3% 38.3% 4.3% 42.6% 100.0% 
組成比(重量) 0.3% 1.9% 7.0% 51.1% 1.19も 0.8% 16.0% 0.01% 21.8% 100.0% 
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第4節 単独出土の石器(第63図，第13表，図版16)

集中地点以外で単独出土したものとして，剥片 2点・磯 1点がある。

第63図lは平成16年度調査時に検出したもので，出土位置の詳細は不明である。上層調査中に出土した

ようである。オリーブ灰色の安山岩B製の剥片で，風化が進んで、いる。

その他は，平成10年度の確認調査中に出土したものである。剥片 1点がllZ49・59グリッドで出土したo

E層から四層中の出土である。自然面付近が暗赤褐色で灰色を呈する珪質頁岩製である。小型の剥片のた

め図化しなかった。また，喋 1点がllAA68・78グリッドで出土したo IX層から困層中の出土で，石材は

砂岩である。

〈ごこと〉

。 (4/5) 5cm 

第63図単独出土石器
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第13表 旧石器時代石器属性表

石器集中 布域分 地区 挿図 Na グリ ァド 遺物番号 枝番 器種 母 岩 接合NQ
最大長 最大幅 最大厚 重量 標高

備 考
(mm) (mm) (mm) (g) (m) 

l C2区 12ABoo 2 剥片 黒同日石2 12.0 19.2 16.9 2.73 位置不明

l C2区 12AB05 100 剥片 県暇石i 15.2 16.3 7.1 1.69 23.556 

l C2区 第9図 l 12AB06 100 R 剥片 玉髄1 18.0 13.1 6.5 1.38 23.814 

l C2区 12ABI6 100 礁 粘板岩1 51.9 31.2 20.9 27.88 23.357 

l C2区 12ABI7 100 礁 粘板岩l 28.6 16.2 10.1 6.27 23.205 

1 C2区 第9図 2 12ABl7 10l U剥片 黒峨石l 33.2 18.8 14.5 7.44 23.035 

l C2区 12ABI7 (B)4トレl a 傑 安山岩I 44.3 41.1 24.7 71.75 HIO確認、・ 被熱

C2区 第 9図 3 12AB17 (B)4トレl b 剥片 チャート I 32.9 45.3 22.8 30.47 Hl0確認

l C2区 12AB17 (B)4トレ1 c 剥片 黒曜石2 11.7 15.0 2.5 0.42 HIO確認

1 C2区 12AB26 103 喋 砂岩1 43.1 36.5 23.1 39.13 23.325 

2 I b D2区 第16図 19 14W38 11 R剥片 珪質頁岩 I 16.2 20.8 4.2 0.96 25.016 

2 I b D2区 14W38 12 砕片 珪質頁岩不明 6.7 5.4 0.9 0.03 24.999 

2 I b D2区 第16図 15 14W39 1I 削器 珪質頁岩3 31.7 20.8 6.2 3.14 24.775 

2 I c D2区 第21図 34 14W45 11 R朝l片 珪質頁岩2 32.1 44.9 16.8 20.10 24.751 

2 I c D2区 14W45 12 剥片 珪質頁岩 2 18.0 13.5 3.1 0.64 24.736 

2 I c D2区 第21図 33 14W45 13 ナイフ形石器 珪質頁岩 1 69.5 22.0 10.0 24.08 24.786 

2 I c D2区 第21図 35 14W45 14 U剥片 珪質頁岩1 45.2 47.9 21.6 7.17 24.762 

2 I a D2区 14W47 II 砕片 安山岩A1 5.1 4.8 2.0 0.05 24.688 

2 I b D2区 第19図 28 14W48 11 石核 珪質頁岩6 58.8 67.3 49.9 203.14 25.4 

2 I b D2区 第18図 27 14W48 12 石核 珪質頁岩7 34.4 42.2 34.1 45.80 24.775 

2 I b D2区 第17図 23 14W48 13 剥片 珪質頁岩2 35.4 27.7 12.5 7.16 25.026 

2 I b D2区 第16図 17 14W48 14 R剥片 珪質頁岩2 30.5 38.8 10.7 10.89 24.784 

2 I b D2区 第17図 24 14W48 15 剥片 珪質頁岩5 34.6 25.6 12.1 8.89 24.883 

2 I b D2区 14W48 16 剥片 珪質頁岩2 17.5 29.1 5.0 1.24 24.948 

2 I b D2区 14W48 17 砕片 珪質頁岩不明 9.2 7.1 2.7 0.13 24.841 

2 I b 02区 14W48 18 剥片 珪質頁岩2 13.9 24.4 5.3 1.17 24.589 

2 I b D2区 14W49 11 剥片 珪質頁岩1 13.1 12.7 4.3 0.52 24.895 

2 1 b D2区 第20図 29 14W49 12 U事l片 珪質頁岩I 接 4 66.6 21.0 13.2 8.61 24.896 

2 1 b D2区 第20図 31 14W49 13 剥片 珪質頁岩 i 接 5 26.5 16.0 8.1 1.95 24.969 

2 1 b D2区 14W49 14 剥片 珪質頁岩2 11.5 13.0 2.7 0.30 25045 

2 1 b D2区 第20図 32 14W49 15 剥片 珪質頁岩I 接 5 23.0 17.2 9.0 3.64 25.068 

2 1 b D2区 14W49 16 剥片 珪質頁岩4 9.1 12.5 3.3 0.31 24.886 

2 1 b D2区 第16図 16 14W49 17 自I1器 珪質頁岩3 31.3 22.1 5.6 2.69 24.919 

2 1 b D2区 14W49 18 剥片 珪質頁岩 1 10.0 15.1 4.5 0.43 24.97 

2 1 b D2区 第17図 25 14W49 19 剥片 安山岩A1 43.6 22.0 9.3 6.47 24.914 

2 1 b D2区 14W49 20 剥片 珪質頁岩 l 13.4 8.9 5.7 0.50 24.713 

2 1 b D2区 14W49 21 剥片 珪質頁岩2 12.8 26.4 6.4 1.41 24.969 

2 1 b D2区 第16図 21 14W49 22 U剥片 珪質頁岩2 45.8 73.4 11.7 20.97 24.765 

2 1 b D2区 14W49 23 剥片 珪質頁岩3 14.5 7.5 4.6 0.41 25075 

2 1 b D2区 第16図 18 14W49 24 R剥片 珪質頁岩1 31.8 10.4 5.2 1.43 24.943 

2 1 b D2区 第17図 22 14W49 25 U事l片 珪質頁til 47.3 47.0 11.1 15.22 24.828 

2 1 b D2区 第18図 26 14W49 26 石核 珪質頁岩2 47.3 47.0 11.1 19.01 24.832 

2 1 b D2区 14W49 27 剥片 珪質頁岩2 38.7 32.4 14.9 0.56 24.58 

2 1 b D2区 14W49 28 剥片 珪質頁岩2 10.3 20.4 4.1 0.63 24.88 

2 1 b D2区 14W49 29 剥片 珪質頁岩2 13.3 10.1 2.8 0.33 24.749 

2 1 b D2区 14W49 30 剥片 珪質頁岩3 10.7 16.4 3.4 0.57 24.719 

2 1 b D2区 第16図 14 14W49 31 ナイフ形石器 頁岩 i 36.1 11.2 6.8 2.11 24.824 

2 1 b 02区 第20図 30 14W49 32 U 剥片 護貿頁岩1 接 4 64.0 19.0 14.9 12.40 24.702 

2 1 b 02区 14W49 33 剥片 珪質頁岩3 20.9 7.0 3.8 0.25 24.7 
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石器集中 2布博) ノJミ 地区 挿図 NQ グリッド 遺物番号 枝番 器種 母 岩 接合NQ
最大長 最大幅 最大厚 重量 標高

備 考
(mm) (mm) (皿m) (g) (m) 

2 I b 02区 14W49 34 砕片 珪質頁岩不明 7.3 9.9 1.1 0.08 24.755 

2 I b 02区 14W49 35 剥片 珪質頁岩 l 27.8 11.8 7.5 1.55 24.839 

2 I a 02区 第14図 12 14W57 11 剥片 安山岩A1 接 2・3 55.8 22.9 16.0 15.80 24.688 

2 I a 02区 14W57 12 剥片 安山岩A1 17.1 8.2 2.4 0.36 25.013 

2 I a 02区 第14図 IOb 14W57 13 剥片 安山岩A1 接 2・3 19.0 13.6 5.4 0.76 24.977 

2 I a 02区 14W57 14 剥片 安山岩Al 34.1 16.7 7.6 3.30 24.8 

2 I a 02区 第14図 lOa 14W57 15 剥片 安山岩Al 接 2・3 16.8 14.7 7.2 2.15 24.815 

2 I a 02区 第12図 3 14W57 16 剥片 安山岩Al 41.9 34.3 18.3 21.27 25.108 

2 I a 02区 第12図 2 14W57 17 剥片 チャート 1 24.6 39.3 6.4 3.89 25.1 

2 I a 02区 14W57 18 剥片 安山岩A1 30.6 12.2 6.5 2.50 24.64 

2 I a 02区 14W57 19 剥片 安山岩Al 16.8 20.6 3.2 1.14 25.086 

2 I a 02区 14W57 20 剥片 安山岩A1 26.5 21.5 8.0 3.29 24.825 

2 I a 02区 14W57 21 剥片 安山岩A1 17.3 19.5 6.6 2.39 24.951 

2 I a 02区 14W57 22 剥片 安山岩A1 18.2 15.3 8.4 2.39 25.003 

2 I a 02区 14W57 23 剥片 安山岩A1 27.5 13.2 4.2 1.28 24.94 

2 I a 02区 第14図 9 14W57 24 削器 安山岩A1 接 2. 3 46.8 28.0 10.1 12.37 24.773 

2 I a 02区 第14図 13 14W57 25 剥片 安山岩Al 接 2. 3 38.4 18.0 8.1 4.40 24.835 

2 I a 02区 第12図 5 14W57 26 剥片 安山岩A1 41.4 51.4 14.6 21.80 25.02 

2 I a 02区 14W57 27 砕片 安山岩A1 11.1 9.1 4.6 0.43 24.713 

2 I a 02区 14W57 28 剥片 安山岩Al 14.3 15.3 8.8 1.42 24.8日2

2 I a 02区 第13図 7 14W57 29 剥片 安山岩Al 接 1 27.7 16.8 10.9 5.48 24.799 

2 I a 02区 第13図 6 14W57 30 剥片 安山岩Al 接 1 26.7 29.7 6.3 409 24.875 

2 I a 02区 14W57 31 剥片 安山岩A1 29.3 25.7 11.0 6.32 24.978 

2 I a 02区 14W57 32 剥片 安山岩A1 31.9 16.8 7.4 3.85 24.658 位置不明

2 I a 02区 第12図 4 14W57 33 剥片 安山岩A1 29.1 45.8 9.4 7.67 24.829 位置不明

2 I a 02区 14W57 34 剥片 安山岩A1 40.4 12.7 12.6 4.78 24.837 

2 I a 02区 第12図 1 14W57 35 ナイフ形石器 珪質頁岩 l 34.1 13.5 4.9 2.26 24.775 

2 I a 02区 14W57 36 剥片 安山岩A1 13.6 10.4 3.0 0.42 24.798 

2 I a 02区 14W57 37 剥片 安山岩A1 17.1 14.1 2.5 0.55 24.826 

2 I a 02区 14W57 38 剥片 安山岩A1 25.5 22.8 8.8 3.23 24.916 

2 I a 02区 14W57 39 剥片 安山岩Al 9.6 14.4 3.3 0.41 24.915 

2 I a 02区 第13図 8a 14W57 40 a 砕片 安山岩Al 接 1 5.4 4.2 3.3 0.07 24.7 

2 I a 02区 14W57 40 b 砕片 安山岩Al 3.1 5.3 1.6 0.01 24.7 

2 I a 02区 第14図 11 14W57 41 剥片 安山岩A1 接 2. 3 41.5 14.6 9.0 3.63 24.817 

2 I a 02区 14W57 42 剥片 安山岩A1 14.7 21.5 6.5 1.46 24.786 

2 I a 02区 14W57 43 剥片 安山岩A1 9.6 13.5 2.3 0.37 24.777 

2 I a 02区 14W57 44 砕片 安山岩Al 9.8 8.8 4.5 0.24 24.673 

2 I a 02区 第13図 8b 14W57 45 剥片 安山岩A1 接 1 35.7 17.9 10.8 3.63 24.863 

2 I a 02区 14W57 46 剥片 安山岩A1 18.1 9.3 5.3 0.60 24.835 

2 I a 02区 14W57 47 剥片 安山岩A1 29.0 18.4 6.6 2.96 24.836 

2 I a 02区 14W57 48 砕片 安山岩A1 9.5 9.7 1.9 0.16 24.743 

2 I b 02区 第16図 20 14X30 11 U剥片 珪質頁岩4 35.1 21.3 8.3 3.82 24.895 

3 03区 第23図 l 15W36 l 剥片 珪質頁岩 1 37.6 27.4 9.5 8.92 H9確認

3 03区 15W46 l 剥片 安山岩Al 13.7 22.8 4.0 0.86 24.899 

3 03区 15W47 I 剥片 珪質頁岩 l 13.4 26.4 4.6 1.28 24.937 

3 03区 第23図 2 15W47 2 剥片 安山岩Al 52.1 46.3 19.6 30.99 24.958 

4 東 04区 第26図 3 13X33 R剥片 珪質頁岩3 13.6 40.0 12.9 4.28 H9確認

4 東 04区 13X33 11 剥片 安山岩A2 15.9 23.8 2.8 0.78 23.88 

4 東 04区 第28図 10 13X33 12 剥片 珪質頁岩 l 接 2 25.9 19.8 6.7 2.21 23.87 

4 東 04区 13X34 11 磯 玉髄2 11.5 8.8 4.2 0.60 23.589 
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石器集中 布域分 地区 挿図 No グリッド 遺物番号 枝番 器種 母 岩 接合No
最大長 最大幅 最太厚 重量 標高

備 考
(剛) (mm) (mm) (g) (m) 

4 東 D4区 13X34 12 蝶 流紋岩3 8.7 11.2 5.6 0.51 23.937 

4 東 04区 第26図 7 13X34 13 U 剥片 珪質頁岩4 32.8 23.4 9.3 3.68 23.488 

4 東 D4区 13X34 14 剥片 珪質頁岩3 18.1 24.6 2.3 0.77 23.625 

4 西 D4区 第27図 9b 13X40 11 剥片 安山岩Al 接 1 30.0 28.9 11.0 6.29 24.122 

4 西 D4区 13X41 11 剥片 珪質頁岩不明 11.1 6.4 1.1 0.06 24.2 

4 西 D4区 第26図 4 13X41 12 U剥片 珪質頁岩6 21.7 20.2 5.7 1.94 23.844 

4 東 D4区 第28図 11 13X42 U;;!IJ片 珪質頁岩1 接 2 39.2 23.0 9.7 6.17 H9確認

4 東 D4区 13X43 11 剥片 珪質頁岩2 17.1 13.6 6.1 1.31 23.96 

4 東 D4区 第26図 l 13X43 12 削器 ホルンフェルス l 25.2 17.1 6.8 2.38 23.76 

4 東 D4区 第27図 9a 13X43 13 剥片 安山岩A1 接 1 31.6 29.5 12.8 7.69 23.916 

4 東 D4区 13X43 14 剥片 ホルンフェルス l 11.0 10.5 2.6 0.24 23.712 

4 東 D4区 13X43 15 23.613 遺物なし

4 束 D4区 13X43 16 剥片 珪質頁岩2 17.2 7.2 5.0 0.38 24.153 

4 東 D4区 13X43 17 制l片 珪質頁岩2 10.8 16.3 4.0 0.74 23.699 

4 東 D4区 13X43 18 剥片 流紋岩 l 16.9 39.6 25.9 14.13 23.821 

4 東 D4区 13X43 19 剥片 珪質頁岩2 23.4 23.0 9.8 3.76 23.844 

4 東 D4区 13X43 20 剥片 珪質頁岩2 19.0 22.9 10.4 3.81 23.84 

4 東 D4区 13X43 21 剥片 流紋岩 l 14.6 13.9 3.5 0.54 24.402 

4 東 D4区 13X43 22 砕片 流紋岩 l 7.7 7.7 0.8 0.03 23.71 

4 東 D4区 第28図 13 13X44 11 石核 珪質頁岩1 接 2 36.4 39.1 32.2 46.57 23.825 

4 東 D4区 13X44 12 剥片 安山岩A1 26.3 10.0 7.4 2.12 23.543 

4 東 D4区 第26図 2 13X44 13 R剥片 珪質頁岩2 28.0 20.5 4.9 2.28 23.919 

4 東 D4区 13X44 14 剥片 珪質頁岩2 15.4 12.9 4.8 0.73 24.118 

4 束 D4区 13X44 15 剥片 流紋!岩2 25.5 30.9 3.7 2.90 24.037 

4 束 D4区 13X44 16 剥片 安山岩Al 18.2 11.5 8.6 1.82 23.734 

4 東 D4区 13X44 17 剥片 安山岩A1 12.1 20.4 3.5 0.76 24.145 

4 東 D4区 13X44 18 剥片 安山岩Al 43.1 29.7 9.5 9.45 23.896 

4 東 D4区 第28図 12 13X44 19 剥片 珪質頁岩1 接 2 42.8 22.9 11.0 7.90 23.9旧7

4 東 D4区 13X44 20 剥片 安山岩AI 10.9 12.9 3.3 0.38 24.078 

4 東 D4区 13X44 21 剥片 安山岩A不明 8.4 10.1 3.5 0.27 23.728 

4 束 D4区 第26図 6 13X44 22 U剥片 玉髄1 49.4 30.1 12.3 16.26 23.725 

4 東 D4区 13X44 23 剥片 安山岩A1 16.3 20.7 5.7 1.72 23.848 

4 東 D4区 13X44 24 喋 流紋岩4 6.4 6.1 3.4 0.14 23.93 

4 東 D4区 第26図 8 13X50 l 剥片 珪質頁岩5 40.2 34.6 9.3 11.22 H9確認

4 西 D4区 13X52 11 砕片 安山岩A不明 7.9 7.2 1.9 0.13 23.833 

4 西 D4区 第26図 5 13X52 12 U剥片 流紋岩l 44.1 27.3 12.8 8.98 24.018 

4 西 D4区 13X52 13 剥片 安山岩A不明 11.1 13.6 2.6 0.17 23.697 

4 東 D4区 13X54 11 喋 粘板岩 18.4 13.5 5.3 1.37 23.533 

5 I a EI区 第31図 l 15W68 i 台形様石器 ホルンフェルス 1 23.5 22.1 7.4 2.43 24.99 

5 I a EI区 第31図 3 15W68 2 剥片 珪質頁岩6 37.3 27.0 11.5 8.90 24.916 

5 I a E1区 15W68 3 剥片 安山岩A不明 14.4 2.5 2.3 0.07 24.96 

5 I a EI区 第37図 24 15W68 4 剥片 珪質頁岩2 接 2 29.9 16.0 5.2 1.86 25 

5 I a E1区 15W68 5 剥片 珪質頁岩5 11.2 13.3 2.3 0.37 25.025 

5 I a E1区 15W68 6 剥片 珪質頁岩7 14.3 24.1 6.8 1.92 25.218 

5 I a El区 第33函 11 15W68 7 U剥片 珪質頁岩1 接 l 41.8 24.2 10.0 5.18 24.875 

5 I a EI区 第33図 6 15W68 8 U剥片 珪質頁岩1 接 l 44.3 52.6 14.3 18.94 24.89 

5 I a EI区 第34図 13 15W68 9 剥片 珪質頁岩1 接 1 46.7 41.4 18.5 19.55 24.845 

5 I a E1区 第31図 5 15W68 10 石核 珪質頁岩4 34.4 43.9 34.0 51.87 24.818 

5 I a EI区 15W68 11 際 チャート 1 5.9 6.0 1.9 0.09 25.055 

5 I a E1区 第33図 8 15W68 12 U剥片 珪質頁岩l 接 I 30.6 37.9 9.5 6.80 24.896 
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石器集中 分布域 地区 挿図 NQ グリッド 遺物番号 枝番 器種 母 岩 接合NQ
最大長 最大幅 最大厚 重量 標高

備 考
(mm) (皿) (mm) (g) (m) 

5 1 a El区 第33図 9 15W68 13 剥片 珪質頁岩 l 接 l 50.1 47.3 24.5 41.04 24.875 

5 1 a El区 第33悶 10 15W68 14 剥片 珪質頁岩 l 接 i 25.4 37.3 10.6 4.08 24.85 

5 1 a El区 第34図 12 15W68 15 U剥片 珪質頁岩 I 接 1 54.7 63.0 23.6 67.48 24.865 

5 1 a El区 15W68 16 剥片 安山岩Al 23.1 19.1 6.2 2.97 24.785 

5 1 a El区 15W68 17 剥片 安山岩A1 35.3 22.7 9.3 5.46 24.737 

5 1 a El区 15W市8 18 朝j片 珪質頁岩6 21.1 17.3 12.9 4.16 24.88 

5 1 c El区 第43図 39 15W69 I 石核 安山岩Al 17.2 28.0 319 17.36 24.874 

5 1 c El区 15W69 2 剥l片 安山岩A4 20.6 29.5 10.6 5.43 24.8 

5 1 a EI区 第31図 4 15W78 1 剥片 珪質頁岩11 30.7 32.0 110 10.75 24.924 

5 I c El区 第45図 42 15W78 2 剥片 1圭質頁岩3 接 3 47.6 44.6 17.1 33.07 24.877 

5 1 c EI区 第43図 38b 15W78 3 剥片 安山岩A1 被 5 32.0 24.2 10.4 7.51 24.707 

5 1 a El区 第31図 2 15W78 4 U剥片 珪質頁岩4 19.6 25.9 8.5 2.92 24.997 

5 1 a El区 15W78 5 剥片 安山岩A1 43.6 26.0 9.4 10.63 24.927 

5 1 c El区 15W79 2 剥片 安山岩A1 25.9 20.9 10.4 3.24 24.734 

5 1 c El区 第42図 36 15W79 3 剥片 珪質頁岩3 63.9 50.8 23.5 80.43 24.784 

5 1 c El区 第45図 45 15W79 4 剥片 珪質頁岩3 接 3 19.8 33.0 11.6 4.57 24.871 

5 1 c El区 第43図 40 15W79 5 石核 安山岩A4 23.5 56.6 43.2 56.56 24.869 

5 1 c El区 15W79 6 剥片 安山岩Al 313 30.6 8.8 8.26 24.853 

5 1 c El区 15W79 7 剥片 安山岩Al 27.2 26.2 5.1 3.63 24.953 

5 1 c El区 15W79 8 剥片 珪質頁岩3 26.8 14.2 8.0 2.38 24.959 

5 1 c El区 第45図 41 15W79 9 剥片 珪質頁岩3 接 3 20.3 26.2 10.0 4.68 24.899 

5 1 c El区 第45図 46 15W79 10 剥片 珪質頁岩3 接 3 35.0 27.0 115 9.02 24.742 

5 1 c El区 第43図 38a 15W79 11 剥片 安山岩A1 接 5 27.2 19.9 8.4 4.85 24.716 

5 1 c El区 15W79 12 剥片 珪質頁岩3 13.0 10.9 2.3 0.26 24.817 

5 1 c El区 15W79 13 剥片 安山岩A不明 12.8 14.8 7.3 0.67 24.68 

5 1 b El区 15W86 2 剥片 安山岩A2 30.4 28.9 6.4 4.84 24.74 

5 1 b El区 第37図 22a 15W86 3 剥片 安山岩A2 接 7 37.4 16.5 8.3 4.30 24.778 

5 1 b El区 第39図 29 15W87 l 剥片 安山岩A3 接 9 40.4 415 9.5 12.15 24.835 

5 1 b El区 第37図 25 15W87 2 石核 珪質頁岩2 接 2 31.1 44.0 16.5 19.40 24.873 

5 1 b El区 第36図 17 15W87 3 剥片 珪質頁岩7 28.9 38.1 9.9 10.07 25.092 

5 1 b El区 15W87 4 剥片 安山岩A2 30.9 17.7 8.9 4.24 24.826 

5 1 b El区 第37図 22b 15W87 5 剥片 安山岩A2 接 7 31.1 40.8 13.8 14.28 24.846 

5 1 b EI区 15W87 6 剥片 安山岩A2 44.6 34.1 11.4 17.86 24.808 

5 1 b El区 第39図 30 15W87 7 剥片 安山岩A3 接 9 64.1 54.6 210 54.42 24.811 

5 1 b El区 第36図 20 15W87 8 剥片 安山岩A3 54.7 36.1 15.8 26.01 24.8 

5 1 b El区 第40図 31 15W87 9 剥片 安山岩A3 接10 30.9 15.6 16.0 6.57 24.809 

5 1 b El区 第40図 32 15W87 10 石核 安山岩A3 接10 26.2 30.6 23.2 19.91 24.781 

5 1 b EI区 15W87 11 剥片 珪質頁岩7 17.0 31.8 9.9 5.31 24.786 

5 1 b EI区 第37図 23a 15W87 12 石核 安山岩A2 接 6 51.6 48.2 24.3 66.14 24.866 

5 1 b El区 15W87 13 剥片 安山岩A不明 20.8 116 4.2 0.59 24.795 

5 1 b El区 15W87 14 剥片 安山岩A不明 14.2 8.7 7.4 0.77 24.706 

5 1 b EI区 第38図 28 15W87 15 石核 安山岩A3 接 8 59.1 40.7 22.7 56.07 24.847 

5 1 b El区 15W87 16 剥片 安山岩A2 34.7 29.5 10.7 8.73 24.812 

5 1 b El区 第38図 26 15W87 17 剥片 安山岩A3 接 8 54.4 28.9 16.5 18.87 24.889 

5 1 b EI区 15W87 18 剥片 安山岩A2 219 21.0 8.6 2.70 25.365 

5 1 b EI区 15W87 19 剥片 安山岩A2 29.1 29.4 12.7 10.46 24.962 

5 1 b El区 15W87 20 剥片 安山岩A3 20.0 27.6 13.1 6.42 25.202 

5 1 b EI区 15W87 21 剥片 安山岩A3 21.1 30.6 9.7 5.15 25.112 

5 1 b El区 15W87 22 剥片 安山岩A2 45.1 46.2 14.9 18.60 24.891 

5 1 b El区 15W87 23 剥片 安山岩A不明 20.7 6.8 6.4 0.66 25.098 
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事哲 室議 地区 挿図 NQ グリッド 遺物番号 枝番 器種 母 岩 接合NQ
最大長 最大幅 最大厚 重量 標高

備 考
(mm) (mm) (mm) (g) (m) 

5 1 b E1区 15W87 24 剥片 安山岩A2 42.9 23.1 8.6 7.46 24.963 

5 1 b E1区 第38図 27 15W87 25 剥片 安山岩A3 接 8 41.4 35.8 20.1 30.30 24.867 

5 1 b EI区 15W87 26 剥片 流紋岩 l 16.1 19.0 5.2 1.08 24.871 

5 1 b E1区 第33図 7 15W87 27 U剥片 珪質頁岩 l 接 1 34.4 47.3 11.9 10.49 24.936 

5 1 b EI区 第37図 23b 15W87 28 石核 安山岩A2 接 6 48.9 33.9 2Ll 25.85 24.834 

5 1 b E1区 第36図 19 15W87 29 剥片 安山岩A2 64.9 44.9 19.1 56.56 24.91 

5 1 c EI区 第45図 44 15W89 l 剥片 践質頁岩3 接 3 22.4 26.7 4.9 2.99 24.588 

5 1 b E1区 第37図 21 15W95 剥片 安山岩A5 22.3 51.4 17.0 15.94 24.908 

5 1 b E1区 15W97 2 剥片 安山岩A3 23.5 39.4 6.5 3.37 24.716 

5 1 b EI区 第36図 15 15W97 3 U剥片 珪質頁岩9 37.8 22.2 11.9 7.50 24.735 

5 1 b EI区 15W97 4 剥片 安山岩A6 23.6 31.6 6.4 4.11 25.104 

5 1 b EI区 15W97 5 剥片 安山岩A不明 15.8 14.7 5.0 0.73 24.74 

5 1 b EI区 第36図 18 15W97 6 剥片 時質頁岩10 25.4 41.0 11.0 9.40 24.944 

5 1 b E1区 15W98 2 剥片 安山岩A8 32.6 36.1 7.3 7.72 24.595 

5 1 b EI区 第36図 14 15W98 3 削器 安山岩A7 56.9 51.7 21.5 51.07 24.576 

5 1 b EI区 第36図 16 15W98 4 U剥片 珪質頁岩8 52.0 43.6 14.1 24.66 24.65 

5 1 c EI区 第45図 43 15W99 l U剥片 珪質頁岩3 接 3 29.4 44.0 9.9 10.68 24.336 

5 1 c EI区 第42図 33 15X70 l R，問l片 珪質頁岩5 31.1 32.7 10.0 8.52 24.777 

o I c E1区 第42図 35 15X70 2 U剥片 黒色頁岩 l 67.5 58.0 18.1 63.28 24.799 

5 1 c E1区 第42図 34 15X70 3 U剥片 安山岩A1 60.5 30.0 16.9 23.78 24.8 

5 1 c EI区 第43図 37b 15X70 4 剥片 安山岩A1 接 4 48.7 44.9 18.1 34.51 2484 

5 1 c EI区 第43図 37a 15X70 5 剥片 安山岩A1 接 4 12.1 15.6 3.6 0.39 24.873 

6 E2区 14Y84 l 剥片 安山岩Al 39.6 33.6 12.8 15.47 24.55 

6 E2区 14Y95 l 剥片 安山岩Al 14.2 11.8 6.4 0.90 24.695 

6 E2区 14Y95 2 剥片 安山岩A1 16.2 10.8 9.5 1.23 24.358 

6 E2区 14Y95 3 剥片 安山岩A1 16.0 20.7 4.2 1.40 24.367 

6 E2区 第49図 9 14Y95 4 R 剥片 安山岩A1 接 4 20.8 31.2 6.3 3.52 24.315 

6 E2区 14Y95 5 剥片 安山岩A不明 6.3 12.6 2.4 0.23 24.53 

6 E2区 第50図 12 14Y95 6 剥片 安山岩AI 接 3 17.8 21.3 8.4 3.27 24.637 

6 E2区 第48図 l 14Y95 7 削器 安山岩Al 23.9 18.0 8.0 2.06 24.508 

6 E2区 14Y95 B 剥片 安山岩A1 17.8 7.9 5.4 0.55 24.4 

6 E2区 第50図 13 14Y95 9 剥片 安山岩A1 接 3 21.6 19.4 4.0 1.36 24.565 

6 E2区 第49図 10 14Y95 10 R，間l片 安山岩A1 接 4 25.6 42.4 7.6 7.31 24.501 

6 E2区 第50図 11 14Y95 11 剥片 安山岩A1 接 3 14.5 13.2 5.6 1.06 24.459 

6 E2区 第49図 7 14Y95 12 削器 安山岩AI 接 2 4Ll 38.4 12.2 12.64 24.417 

6 E2区 14Y95 13 際 流紋岩 10.4 10.8 3.6 0.48 24.246 

6 E2区 14Y95 14 砕片 安山岩A不明 8.6 5.7 2.6 0.23 24.38 

6 E2区 14Y95 15 砕片 安山岩A不明 5.9 6.7 1.8 0.06 24.449 

6 E2区 14Y95 16 剥片 安山岩Al 26.8 24.1 5.1 3.04 24.366 

6 E2区 14Y95 17 剥片 安山岩A1 26.9 23.6 9.2 3.41 24.278 

6 E2区 14Y96 I 剥片 チャート l 9.0 16.3 2.6 0.29 24.207 

6 E2区 第48図 3 15Y03 l 剥片 黒曜石 1 25.0 33.9 ILl 7.11 24.702 

6 E2区 15Y04 l 剥片 安山岩AI 24.2 15.5 9.8 2.68 24.51 

6 E2区 15Y04 2 剥片 安山岩A不明 13.1 5.8 3.2 0.23 24.5日9

6 E2区 15Y04 3 剥片 安山岩Al 24.3 13.8 8.1 2.23 24.525 

6 E2区 15Y05 I 事J片 安山岩AI 20.2 13.0 4.7 0.93 

6 E2区 第48図 2 15Y05 2 模形石器 安山岩A1 54.1 27.0 14.0 18.60 24.487 

6 E2区 第49図 8 15Y05 3 R剥片 安山岩.~ 1 接 2 48.5 51.9 14.0 22.75 24.419 

6 E2区 15Y05 4 剥片 安山岩Al 32.7 33.6 12.4 8.64 24.41 

6 E2区 15Y05 5 剥片 安山岩Al 25.8 34.4 11.5 7.06 24.434 
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石器集中 分布域 地区 挿図 NQ グリヅド 遺物番号 枝昏 器種 母 岩 接合Nu
最大長 最大幅 最大原 重量 標高

備 考
(凹) (mm) (mm) (g) (m) 

6 E2区 15Y05 6 剥片 安山岩Al 44.8 49.4 16.1 21.11 24.376 

6 E2区 第48図 5 15Y05 7 剥片 安山岩A1 72.0 28.0 14.0 22.92 24.345 

6 E2区 15Y05 8 剥片 安山岩Al 19.2 14.4 7.2 1.78 24.361 

6 E2区 第50図 14 15Y05 9 石核 安山岩Al 接3 30.6 27.8 8.0 7.57 24.419 

6 E2区 第48図 4 15Y06 l 剥片 安山岩Al 61.1 32.1 12.0 15.72 24.559 

6 E2区 第48図 6b 15Y06 2 剥片 安山岩Al 接 1 32.6 39.9 9.4 9.99 24.552 

6 E2区 第48図 6c 15Y06 3 制l片 安山岩A1 接 1 12.8 19.9 4.6 0.93 24.415 

6 E2区 15Y06 4 剥片 安山岩A1 20.2 14.9 3.3 1.02 24.247 

6 E2区 15Y06 5 剥片 安山岩A1 30.8 32.6 11.7 7.36 24日52

6 E2区 第48図 6a 15Y06 6 剥片 安山岩A1 接 1 38.0 34.7 8.1 11.04 24.383 

7 C3区 第52図 8 l1AA29 1 U朝l片 黒曜石5 26.6 25.1 10.8 6.18 24.91 被熱

J C3区 第52図 6 11AA29 2 R 朝l片 黒曜石2 23.4 11.8 3.0 0.60 24.934 

7 C3区 第52図 3 llAB20 l 自Ij器 黒曜石 1 40.6 22.3 15.0 13.05 24.677 

7 C3区 第52図 5 llAB20 2 石錐 黒lIil石4 30.3 16.7 6.7 2.43 24.972 

7 C3区 第52図 4 llAB20 3 自1)器 黒曜石 l 27.1 26.2 10.1 5.82 24.641 

7 C3区 llAB20 4 礁 安山岩 l 66.1 56.9 53.0 241.21 24.845 被熱

7 C3区 第52図 2 llAB20 5 ナイフ形石器 黒曜石3 46.8 18.1 9.0 7.62 24.759 

， 
C3区 第52図 I llAB20 6 ナイ 7形石器 黒磁石2 48.4 30.3 11.0 10.94 24.664 

7 C3区 llAB20 7 a 剥片 黒曜石不明 12.4 12.0 4.1 0.42 24.563 

7 C3区 llAB20 7 b 剥片 黒畷石不明 10.2 13.4 3.1 0.26 24.563 

勾 C3区 第52図 7 llAB20 8 U剥片 黒脳石6 13.6 25.4 4.1 1.03 24.704 

円 C3区 llAB20 9 傑 安山岩2 64.2 64.2 21.3 54.37 24.843 

7 C3区 llAA19 (B)3トレl 剥片 黒昭石不明 11.5 9.7 5.8 0.48 HIO確認

8 C2区 12AB14 10日 剥片 安山岩B1 34.0 20.0 7.8 6.02 24.204 

8 C2区 第54図 2a 12AB15 5トレl a 剥片 安山岩A2 接3 59.1 46.8 21.3 56.12 Hl0確認

8 C2区 12AB15 5トレl b 喋 安山岩A4 16.7 13.6 6.4 0.93 Hl0確認

8 C2区 第54図 2b 12AB25 100 剥片 安山岩A2 接 3 41.1 46.1 22.5 55.69 23.915 

8 C2区 12AB25 101 砕片 玉髄 i 11.3 14.7 8.7 1.84 24.127 

8 C2区 第54図 3a 12AB25 102 剥片 安山岩A1 接 2 54.4 59.9 21.9 87.18 24.048 

8 C2区 第54図 3b 12AB25 103 剥片 安山岩A1 接 2 21.2 45.5 11.3 12.59 24.095 

8 C2区 第56図 6 12AB25 104 剥片 珪質頁岩 1 接 1 37.0 33.0 15.9 10.59 24.034 

8 C2区 12AB25 105 剥片 安山岩A3 27.9 12.2 8.3 2.40 23.956 

8 C2区 第56図 5 12AB25 106 R剥片 珪質頁岩 1 接 1 40.0 36.2 18.7 22.07 24.019 

8 C2区 第56図 4 12AB25 107 U剥片 珪質頁岩 I 接 l 66.5 41.2 22.9 46.35 24.245 

8 C2区 第56図 7 12AB25 108 石核 珪質頁岩 i 接 l 53.8 54.9 41.1 144.59 

8 C2区 12AB26 100 際 チャート 1 30.4 25.4 21.1 10.31 23.791 

8 C2区 12AB26 101 喋 安I]J岩 1 53.0 44.1 26.6 63.14 23.935 被熱

B C2区 12AB26 102 (パラス) 8.51 23.934 撹乱中

8 C2区 第54図 l 12AB26 . 36 (B)5トレ2 R剥片 黒曜石 1 24.2 9.1 6.9 1.32 HIO確認

9 D2区 第58図 2 14W54 II 敵石 安山岩A1 48.0 55.4 20.0 67.27 25諸国

9 D2区 14W54 12 剥片 玉髄I 19.0 13.6 5.5 0.90 25.42 

9 D2区 第58図 3 14W55 11 掻器 王髄 1 39.3 30.8 9.2 8.23 25.435 位置不明

9 D2区 第58図 14W55 12 掻器 玉髄1 44.7 29.1 12.4 15.86 25.255 

9 D2区 14W55 13 剥片 玉髄 1 26.2 20.6 4.7 1.64 25.378 

9 D2区 14W66 l 剥片 玉髄1 28.7 31.5 8.2 5.92 H9確認

10 D1区 第62図 10 14V97 11 台石 ホルンフェルス 4 75.2 89.2 36.3 299.53 25.392 

10 Dl区 第61図 2 14V97 12 角錘状石器 黒曜石 1 48.0 21.3 13.2 11.23 25.357 被熱

JO DI区 14V99 11 砕片 玉髄2 3.7 5.4 1.6 0.02 25.825 

10 DI区 14W90 11 剥片 安山岩A4 26.1 30.3 5.7 3.76 25.6 

10 D1区 14W90 12 剥片 珪質頁岩2 12.0 24.0 4.6 1.09 25.915 
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Z集中 2 叩域) 地区 挿図 No グリッド 造物番号 枝番 語種 母 岩 接合No
最大長 最大幅 最よ;厚 重量 標高

備 考
(mm) (mm) (mm) (g) (m) 

10 Dl区 14W90 13 剥片 安山岩A4 47.1 35.3 12.0 10.26 25.755 

10 DI区 第61図 6 14W90 14 剥片 安山岩A4 39.9 38.3 13.3 13.30 25.55 

10 DI区 第61図 l 15V06 11 尖頭器 県H温石2 24.7 14.1 5.3 1.87 25.7 

10 DI区 15V07 11 剥片 玉髄1 22.3 17.4 5.3 1.32 25.501 

10 DI区 15V07 12 剥片 玉髄l 14.3 20.6 2.4 0.67 25.48 

10 DI区 15V07 13 剥片 安山岩A不明 13.6 16.2 6.4 1.07 25.635 

10 D1区 15V07 14 剥片 安山岩A2 22.4 27.3 6.7 3.98 25.345 

10 DI区 15V07 15 剥片 玉髄l 9.3 7.9 1.6 0.07 25.3凶5

10 DI区 第61図 4 15V07 16 U 剥片 玉髄I 20.3 25.3 7.1 2.62 25.244 

10 Dl区 15V08 I 剥片 ホルンフェルス 1 27.2 25.0 4.8 3.37 25.661 H9確認

10 DI区 15V08 11 剥片 珪質頁岩1 17.4 18.6 5.2 1.17 25.511 

10 Dl区 15V08 12 礁 チャー 卜2 11.1 27.8 6.9 2.41 25.747 

10 Dl区 15V09 11 砕片 ホルンフェルス2 5.6 7.1 1.0 0.03 25.735 

10 Dl区 15V09 12 剥片 ホルンフェルス 2 9.7 13.8 2.1 0.22 25.731 

10 DI区 15V09 13 剥片 ホルンフェルス 1 22.4 12.0 4.0 0.99 25.73 

10 DI区 15V09 14 剥片 珪質頁岩2 15.6 17.2 2.7 0.42 25.629 

10 Dl区 15V17 11 理量 砂岩 l 22.7 17.8 10.7 3.50 25.655 被熱

10 Dl区 15V17 12 礁 珪質頁岩3 26.2 28.8 23.5 11.45 25.68 

10 D1区 15V17 13 礁 砂岩l 18.6 19.5 13.5 3.51 25.517 被熱

10 DI区 15VI7 14 傑 砂岩l 15.7 21.1 4.5 1.02 25.595 被熱

10 DI区 15VI7 15 礁 チャート I 31.7 22.2 21.0 13.54 25.506 

10 Dl区 15V17 16 礁 安山岩 l 接 1 18.3 25.5 18.6 7.41 25.537 

10 D1区 15V17 17 礁 安山岩 l 接 1 36.7 28.8 22.6 28.50 25.515 

10 Dl区 15VI7 18 礁 チャート 1 19.2 16.8 14.2 4.56 25.514 

10 D1区 15V17 19 傑 安山岩2 18.2 9.4 8.1 1.55 25.617 

10 DI区 15VI7 20 傑 安山岩2 25.4 19.1 16.8 6.57 25.615 

10 Dl区 15VI7 21 傑 チャー ト1 11.0 14.5 14.5 1.57 25.668 

10 D1区 第61図 7 15V17 22 剥片 安山岩Al 50.9 33.2 12.0 15.05 25.557 

10 Dl区 15VI7 23 際 安山岩l 接 2 18.4 28.9 17.6 12.58 25.638 

10 Dl区 15VI7 24 剥片 玉髄l 12.5 9.1 2.8 0.23 25.571 

10 D1区 15V17 25 傑 流紋岩 i 17.7 15.1 4.2 0.74 25.554 被熱

10 Dl区 15V17 26 傑 流紋岩 l 31.6 42.3 5.4 4.14 25.655 被熱

10 Dl区 15VI7 27 剥片 安山岩Al 25.3 15.8 9.3 4.58 25.507 

10 Dl区 15V17 28 礁 法質頁岩3 15.9 21.4 19.3 7.36 25.53 

10 Dl区 15V17 29 直撃 砂岩1 22.1 26.6 10.8 6.99 25.49 被熱

10 DlI亙 15V17 30 傑 安山岩 i 接 2 16.2 15.5 16.2 4.11 25.435 

10 DI区 15V17 31 傑 チャート 1 10.2 7.8 5.5 0.44 25.464 

10 D1区 15V17 32 磯 i斑紋岩 1 36.6 22.7 8.2 5.68 25.588 被熱

10 DI区 第62図 9 15VI7 33 石核 安山岩A3 28.9 27.8 45.9 41.29 25.365 

10 Dl区 第62図 8 15VI8 l 剥片 ホルンフェルス 3 73.0 29.2 13.7 32.40 25.855 H9確認

10 Dl区 第61図 3 15V18 11 R剥片 珪質頁岩I 36.7 15.1 15.5 6.26 25.492 

10 DI区 第61図 2 15V27 11 U剥片 玉髄1 22.3 25.4 9.3 2.16 25.391 

単独 llZ49'59 7トレl 剥片 珪質頁岩 19.0 13.3 5.5 0.97 HIO確認

単独 llAA68.78 6トレl 傑 砂岩 99.7 41.2 24.5 107.26 HIO確認

単独 第63図 l (C)表採2 b 剥片 安山岩B 33.8 24.8 6.2 3.49 

京二次加工のある剥片はR剥片。使用痕のある剥片はU剥片と記した。
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第 3章縄文時代

第 1節陥穴

SK005 (第64図，図版6)

llAA20グリッドで検出した陥穴である。いわゆ

る溝状陥穴に近い形態で，開口部は細長い楕円形，

底面は細長い隅丸長方形を呈する。長軸方向最大長

で、約92.5cm. 幅約54cm.深さ約46cmで、ある。

壁は，長軸方向によくあるオーバーハングは見ら

れず，急な立ち上がりである。

覆土は黒色士が主であるが底面付近に明るい色

調でローム主体の土がたまっている。遺物は出土し

なかった。

第 2節 グリッド出土遺物

1 縄文土器(第65・66図，第15表，図版17)

4 

A 

A 
25.70mー

∞1 国 i

A' 

凶・

イ11A州旨

A' 

~ 1 / 

¥ 2'-../シ 寸

¥4¥3¥ 41 0 

SK∞5 
1 黒色土
2 黒色土 ローム粒含む。
3 暗黄褐色土 ローム粒多。

4 黄褐色土 ローム主体。

(1160) 2m 

第64図陥穴

縄文土器は，遺構に伴って出土したものはなく，すべていわゆるグリッド中出土である。主に平成9・

10年度の確認調査時に出土した。出土した縄文土器のうち，時期比定が可能な文様のある破片を中心に図

化した。縄文土器の出土量に関する集計は，全体の出土量が少なかったためおこなわなかった。

土器の記載は古い時期のものから順におこなった。土器の胎土・色調等については第15表にまとめ，本

文中では土器の時期等に関して簡単に記載した。胎土中に繊維を含む土器について，特に断面図に網掛け

等はおこなわなかった。土器内面の拓本を示す場合 向かつて左側に外面の拓本 中央に断面図，向かつ

て右側に内面の拓本を置いた。縄文の表記については. r日本先史土器の縄紋j1)を参考として. 1段右撚

りの縄を R.左撚りの縄を L. 2段正撚りの縄はRL. LR. 3段正撚りの縄はRLR'LRLなどと，簡略化

して表記することとしたい。

第65図l・2は早期前葉の撚糸文系土器である。1は，井草E式で，多数の同一個体と思われる破片が

出土しているため，図上で復元をおこなった。小破片のみで推定復元しているため，器高などはあまり正

確とは言えないが，残された破片から井草E式でよくある，口縁部があまり聞かない丸底の器形と推定し

た。口唇部は強く肥厚し，口唇部外面にRL単節縄文を横方向に回転施文する。口唇直下は狭い無文帯と

なり(部分的に縄文が施文される)，以下の胴部は口唇部と同じ原体による縄文を縦走させる。2は口縁

部内面にも縄文を施す土器で，井草 I式であろう 。口唇部の肥厚はあまり強くない。口縁部内面と口唇部

にLR単節縄文を横方向に回転施文する。胴部にも同じ原体による縄文を縦走させる。

第65図 3~16は，前期前半の胎土中に繊維を含む，いわゆる繊維土器である 。 文様要素が乏しいものが

多く，細別型式が明らかにしにくいが，概ね黒浜式に相当するものが多そうである。
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3~5 は口縁部破片である。 3 は地文に，端部を結束したLR単節縄文を用いる。拓本の左端の部分には，

円形竹管文の一部かと思われる文様が残るが，押捺があまりしっかりとしておらず，明瞭ではない。 4は

器面の状態が悪く，あまり明瞭でないが，口縁端部にキザミを持つ。地文はL無節か。補修孔を有する。

5は口縁部断面が角頭状を呈する。地文の縄文は， LR単節縄文を施文方向を変えて施したものか。

6a~6cは同一個体と判断した土器で 6aは口縁部破片である。地文の縄文を欠き，雑な横位と斜位の沈

棋を組み合わせた文様を持つ土器であろう。 7・8は， 6とよく似た土器であるが，沈線の方向や太さな

どが若干異なるため，同一個体との判断を保留した。 9は6とは別個体の土器であり，やや密な横位の沈

親を施すものである。 10は器面が荒れているためあまりはっきりしないが 格子目状撚糸文を持つ土器で

あろう。

11a~11d土同一個体と判断した土器であり， 11aは口縁部破片である。口縁部断面がしっかりとした

角頭状で，口唇上には間隔が粗な押捺を施す。外面の縄文は，おそらく O段多条のLR単節縄文であろう。

12もLRとRLの異なった単節縄文を用いて，羽状縄文を施す土器である。 13・14はおそらく 0段多条の縄

文を施す土器であり， 13は11と同一個体の可能性もある。両者とも原体はLRである。

15はR無節の縄文を縦位に回転施文するものである。 16はLとRの無節縄文により，羽状縄文を施すも

のである。

第65図17~30は中期の土器である。 17~24は中期前葉の阿玉台式前半の土器であろう。 17は単列の押引

文による施文で，狭い枠状区画と円形の貼付が存在する。阿玉台Ib式である。 18は阿玉台式前半の把手

などに貼り付けられる，鰭状の装飾の一部であろう。 19~24は阿玉台式前半の土器の胴部破片と思われる

もので， 19.20には明瞭な輪積部分のキザミと.断面三角形の隆線が存在する。 19・20は同一個体の可能

性もある。 21・22は断面三角形の隆線をもつものである。 23は細い単列の押引丈による文様を持つもので，

24はヘラ状工具による横位のキザミを持つものである。

25~30は中期後葉の加曽利E式土器である。 25は地文縄文上に沈線による懸垂文が垂下するが，懸垂文

聞の縄文の磨り消しが明瞭でなく，加曽手iJE式古い部分に相当する土器である。 26はLの原体による撚糸

文を地文として，横位の 2条の沈線を引くもので，連弧文系土器である。 27は懸垂丈聞の縄文の磨り消し

が明瞭な土器で，加曽利E式新しい部分に相当するものである。 28・29も加曽利E式新しい部分に相当す

る土器で， 28は隆親脇のナゾリが明瞭な隆線により，渦巻き状の文様を描くものである。 40は隆線による

文様で，隆線聞の磨り消しが明瞭である。縄文は部分的に隆線にかかるが，意識的に隆線上に施文してい

るのではないようである。 30は一見早期後葉の条痕文に見えるが，胎土中に繊維を含んでおらず，焼成や

口縁部断面の形態が整っていることなどから.加曽利E式に少数伴う条線文系の土器と判断した。

第66図31~45は後期の土器である。 31 ・ 32は沈線区画内に連続刺突を施すもので，後期初頭のいわゆる

称名寺 E 式である。 33~37は，後期前葉の堀之内 1 式である。 33 ・ 34はやや肥厚した狭い口縁部に単沈線

を持つもので，口辺部の縄文を欠く。 33は波頂部に円形刺突を施す。 34は口縁部下端にキザミを施す。 35

は口縁部に円形刺突を連続させるものである。以下に縄文を施すようだが判然としない。 36は縄文のみを

施す口縁部破片である。 37は縄文を施した胴部破片である。 38は後期初頭から前葉に見られる，櫛歯状工

具による蛇行線文を持つ土器である。

39・40は後期前葉後半の堀之内 2式である。 39は横位の沈穂区画の一部と充填された縄文が残る。縄文

が施きれない部分はミガキが顕著である。 40は直線的な沈線区画内に，縄文が充填される。比較的細かい



-101-

(1)醤平'4掛図的第

g~ 

O~ 
6 B 

6~ 

グミ&"'，'町、V~ 
1;::;審法王:'~

州F較37i的予三ト/(:ð~狩終時
、f乏主主判長総I /畏およ安部
川と主主ふ議制bT¥//九時~'~持切りも

山内配'1( /忌円以~?~九除、 京湾薄三手議一昨情的手首相~íP;;I 、」点ゃr::，"~苛
、t~位二L向均自主務¥ I 叫相、いF

一、拡幅翻悩まい""ii~ 
ヤピ‘守宮Eマ

六ミー

山80~(干11)0 



33 
31 32 35 36 

39 40 

38 

44 

c二二二二コ

。 (1/3) 10cm 45 

第66図 縄文土器(2)・土製品

整った縄文や，内面の調整などが丁寧なことから，堀之内 2式と判断した。

41は後期中葉・加曽利B2式の斜線文土器の口縁部破片である。口縁部付近に斜線文帯を持つ土器であ

ろう。 42も加曽利B2式斜線文土器と思うが，斜線文帯の区画横線を欠き. 41よりも時間的には後出であ

ろう。 43は加曽利B3式である。鋭角な波頂部を持つ波状口縁で，波底部にはコブを持つ。口縁端部には

刻文帯を持ち，以下は縄文帯となる。縄文帯の下端は沈線で画される。

44は後期後葉の曽谷式である。表面を欠損するが，口縁部に短い癌を貼り付け，数条の横位の沈線を引

くものである。 45は，器面が荒れて判然としない部分があるが，加曽利B式後半に伴う紐線文系粗製土器

であろう。

2 土製品(第66図，図版17)

第66図46は，土器片再利用の土製円盤である。文様を持たない土器のため，時期ははっきりしないが，

焼成等から見ると後期の土器のようである。図の上部から右側は，顕著に磨ることで円形に近く整形して

いるが，これ以外の部分は土器が破損した際の面がそのまま残っているように見える。整形途中で破棄さ

れたものかもしれない。

最大長5.lcm.最大幅4.8cm.厚さ0.8cm.重量23.63gである。
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3 石器(第67図，第14表，図版18)

遺構に伴わず出土し縄文時代の石器と判断したものをここにまとめた。計測値等は第14表に示した。

1~3 は石鍛である 。 1 は平成 9 年度の確認調査中に出土したものである 。 灰白色に近い色調のチャー

ト製で，基部の扶りが深く，最大長も比較的長い。優品と言えよう 。先端部を一部欠損する。2は平成10

年度の確認調査で出土したものである。灰白色に近い色調のチャート製で，基部の扶りは弱い。最大長が

比較的長く，細身の石鉱である。3は平成9年度の確認調査中に出土したもので，透明度の高い黒曜石製

である。最大長と最大幅がそれほど変わらない，す詰まりの形態である。 4は平成16年度調査の遺跡北側

本調査区内で出土した。黒曜石製の模形石器で 両側縁と基部の裏面に細かい調整をおこなうものである。

注 1 山内清男 1979 r日本先史土器の縄紋J先史考古学会 (1997再刊 示入社)

A-~ :A~A 
品
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第67図縄文時代石器

第14表縄文時代石器属性表

図 Nn 器種 注記
最大長 最大幅 最大厚 重量

石材 遺存度 備 考
(cm) (cm) (cm) (g) 

1 石鍛 (A) 6トレ001 2.92 1.92 0.47 1.89 チャート 先端部欠損

2 石鍛 (B) 10トレ001 2.61 1.68 0.44 1.46 チャート 先端部欠損
第67図

石量産 (A) 002 黒曜石 右胸部先端欠損 遺跡一括3 1.70 1.57 0.34 0.57 

4 模形石器 (C) llAA29-3 1.36 1.36 1.03 2.41 黒曜石
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第15表縄文土器観察表

図 Na 枝番 時期・型式名等 注記

(B)7トレ 1. (B)9ト
1 早期前菜・井草E レ1.(B) 11Z00 -1 

(B) 11AAOO -1 

2 早期前葉・井草 I (A)OO-1 

3 前期前半・繊維土器 (B) 12AAOO-l 

4 前期前半・繊維土器 (B) 12AAOO-l 

5 前期前半・繊維土器 (B) 12Z00-1 

6 a 前期前半・繊維土器 (B) 12Z00 -00 

6 b 前期前半・繊維土器 (B) 12AAOO -1 

6 C 前期前半繊維土器 (B)12Z00-1 

7 前期前半・繊維十日号 (B) 12AAOO -1 

8 前期前半繊維土器 (B)12AA∞l 

9 前期前半繊維土器 (B)12AA∞1 

10 前期前半繊維土器 (B) 12Z00-1 

11 a 前期前半繊維土綜 (B) 12Z00-1 

11 b 前期前半繊維土器 (A)00-3 

11 C 前期前半繊維土器 (B)12Z00-1 

12 前期前半・繊維土器 (B)12Z∞I 

第65図 13 前期前半・繊維土器 (A)00-3 

14 前期前半・繊維土器 (B) 12AAOO -1 

15 前期前半・繊維土器 (B) 12AAOO -1 

16 前期前半・繊維土器 (B) 12AAOO -1 

17 中期前業 ・阿玉台Ib (C)12ABOO-l 

18 中期前葉・阿玉台前半 (B)5トレー1

19 中期前葉・阿玉台前半 (C)表採3

20 中期前葉・何玉台Ib (C)表採3

21 中期前菜 阿玉台前半 (C)表採

22 中則前糞・阿玉台前半 (C) 12AA04 -1 

23 中期 前 葉 阿玉台Ib (C)表採3

24 中期前葉 阿玉台前半 ? (C)表採3

25 中期後葉加曽利E前半 (A)OO-1 

26 中期後葉連弧文系 (C)SD002-! 

27 中期後葉・加曽利E後半 (B)6トレ 1 

28 中期後禁・加的手IJE後半 (A)OO-1 

29 中期後築・加曽利E後半 (A)1トレ l 

30 中期後楽・条線文系 (C) 14Z87-1 

31 後期初頭・称名寺H (B) 13AAOO -1 

32 後期初頭・称名寺E (B)10トレ l 

33 後期前葉・堀之内 1 (B) 12AAOO -1 

34 後期前紫 ・源之内 1 (C) 12AA13 -1 

35 後期前葉 ・痴之内 l (C) 12AAOl -1 

36 後期前禁・堀之内 l (B)8トレーl

37 後期前葉 (C) 12AA13-1 

38 後期初頭~前葉 (C) 12AA12-1 
第66図

39 後期前葉・堀之内2 (C)15W79-1 

40 後期前業・堀之内2 (B) 13AAOO -1 

41 後期中葉加曽手IJB2 (A)1トレーl

42 後期中繋加盟利B2 (A)OO-1 

43 a 後期中葉加曽利B3 (C)15W98-1 

43 b 後期中葉加l首相JB3 (C) 15W97 -1.98-1 

44 後期後葉 曽谷 (B)14トレーl

45 後期中葉・粗製 (C)表採

※部{立欄の記号は rが口縁部 mが胴部 bが底部を昔、味する。

※色調は外面の色調である。

剖i位 焼成 色調

r-m 良 時褐~褐色

r 艮 にぶい褐色

r 良 H音褐色

r やや良 盟褐色

r 良 にぶい褐色

X 良 にぶい黄褐色

町1 良 にぶい褐色

町1 良 褐色

πl 艮 暗赤褐色

m 良 にぶい褐色

町l 良 黒褐~暗褐色

町】 良 H音褐色

r 良 にぶい賞褐色

ロ1 良 にぷい黄倒色

町1 良 黒褐~灰賞褐色

m 良 褐色

町1 やや良 黒色

π1 良 褐色

m 良 赤褐色

π1 良 黒褐色

町1 良 褐色

ロ1 良 褐色

打1 良 里褐~褐色

ロ1 良 黒褐色

町1 良 時褐色

π1 良 暗褐~褐色

町1 良 褐色

n】 良 褐色

m 良 暗褐色

m 良 H音褐色

m やや良 にぷい黄褐色

汀1 良 日音褐色

町1 良 赤褐色

r 良 暗褐色

m 良 にぶい黄褐色

m 良 黒褐~暗褐色

r 良 思褐~にぶい黄褐色

r 良 H音赤褐色

r やや良 明褐色

I やや良 にぷい褐色

町1 良 黒褐~褐色

m やや良 暗赤褐色

π1 艮 暗褐色

π1 良 褐色

r 良 l情褐色

π1 良 黒掲-u音赤褐色

r 良 階赤褐色

r 良 H音赤褐色

r 良 H音褐色

r 艮 黒褐色

※胎土棚の記号は.白が向色粒子。砂が砂粒 赤が赤褐色粒子 議が黒色粒子 (大)は大粒を意味する。
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胎土 重量(g) 係i考

重量石背分・同一
砂・赤少 229.58 

個体分含む。

白少・砂少 10.41 

白少・砂少繊維 39.60 

白少・繊維 14.75 補修孔あ り。

白少・繊維少 20.22 

砂少・繊維少 14.65 

砂少・繊維少 22.67 

砂少・繊維少 18.74 

砂少・繊維少 17.78 6と同一個体か。

白少・繊維少 12.37 6と同一個体か。

白少・繊維 9.00 

白少・繊維 11.04 

砂 ・繊維 36.66 

砂・繊維 35.50 

砂少繊維 81.32 重量石管分合む。

砂少繊維 30.61 重量石膏分含む。

白・繊維 51.89 11と同一個体か。

砂 雲 母 少 繊維少 48.54 

自繊維 72.37 

自少・砂繊維 21.14 外而炭化物付着。

自やや多・砂・雲母少 44.68 

自少・砂・ 雲母 17.55 把手部分。

白砂 53.81 

白少・砂 20.61 19と同一個体か。

白・雲母少 12.18 

白少 ・砂多 ・雲母 15.55 

白(大)・砂・雲母少 11.57 

自少砂・雲母少 7.49 

白 24.89 

砂少 14.35 

砂 16.42 

白少・砂少 72.96 外面炭化物付者。

白少・砂 72.27 

白 ・砂少・赤少 55.93 

白少 ・砂・赤少 16.75 

白砂 26.36 

白・砂・赤少 15.38 

白少・砂赤少 35.21 

砂 14.00 

白・砂少 12.31 

砂やや多 ・赤 106.48 

白多 ・砂赤 56.30 外面炭化物付着。

砂 ・赤少 24.36 

自-砂赤少 29.86 

白・砂少 2l.05 

白 ・砂赤少 22.99 

自 ・砂やや多・赤少 78.44 

白・砂やや多赤少 61.09 重量石膏分含む。

白 ・砂少 ・赤少 10.99 

白やや多 11.97 



第4章平安時代

第 1節住居跡

51001 (第68図，第16表，図版6・18)

出土した土器から，平安時代の住居跡と考える。調査区北寄りのllAA02・03グリッドに位置する。 1

辺約 3mの方形のプランと，その北東のコーナー付近で焼土の堆積を確認した。

平成10年度の確認調査で検出した住居跡である。調査時のメモによれば. I遺構を確認した段階ですで

に床面が露呈しており，遺物も多数出土したため，検出したプランを図化し遺物を取り上げた」とのこと

であった。耕作等によりもともと遺構の遺存状況が悪く，掘り込み等が検出できなかったため，平面プラ

k 

。

寸¥lAA03

m会~，JI ~ 

llJJ A 
~ー- 4 寸五AA13

と斗ト
(1180) 2m 

7 

。 (1/2) 

手司苓ノ

℃二~ =:7 

X三zこす

に_-----'-=¥ 'フ5

L一一」王二コ

5cm 
。 (1/4) 20cm 

第68図 SIOOl
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ンは残存した床面からの推定である。

推定平面プランの北東コーナー付近に位置する焼土の堆積は，調査時にカマドの痕跡と判断された。そ

うであるならば，隅カマドを持つ住居跡の可能性があろう。

検出した遺構の範囲内で，多数の遺物が出土した。断面図に投影した遺物のドットを見ると，概ね同じ

レベルで出土しているようであり，住居の床面付近に遺存していた遺物である可能性があろう。出土した

遺物のうち，土器の計測値等については第16表にまとめた。

1~3 はロクロ士師器杯である。 1 はナデによりロクロ目がかなり消されている。内面は細かいヘラに

よるミガキの痕跡が残る。 2は口縁部が若干外反する杯で，やはりロクロ日が消されている。 3は底面が

遺存するもので，内面にはミガキの痕跡が若干残る。底面は回転糸切り後無調整で，かなりゆがんで，凹

凸がある。

4~6 は土師器聾で. 4は口縁部付近の破片で，唯一器形が窺えるものである。 5・6は底部の小破片

である。 6は底面の調整が回転糸切り後手持ちへラケズリで，糸切り痕が若干残っている。

7は，安山岩製の砥石と考える。おそらくは縄文時代の円喋製加工具を転用したものであろう。正面の

右端と右側面が主要な作業面のようで，顕著に使い込まれており，縄文時代の磨石よりも表面が滑らかに

なっている。上部から左側縁にかけては，縄文時代の円喋製加工具の形状を留めるようである。下部は欠

損面の凹凸を磨り・敵きによって， 目立たなくしている。最大長6.l4cm・最大幅8.34cm・最大厚5.lcm・重

量314.89gである。

第 2節土坑

SK001 (第69図，第16表，図版6・18)

出土した土器から平安時代の土坑であろう。

調査区中央付近の13Z72. 73グリッドに位置する。ややいびつな円形のプランで，残存した掘り込みは

浅く，壁は緩やかに立ち上がる。最大長約1.7m.深さは約 7cmである。

底面はほぼ平坦で，小ピットが 5 か所存在する。小ピットの深さは約14cm~19cmで，あまり深くない。

覆土は 2層に分層され，中央に黒色系の土がたまっているようである。

遺物は土師器の小片が少数出土した。 1は土師器高台付き杯で，高台部分が遺存したものである。計測

値等は第16表に記した。

SK002 (第69図，図版6) 

SK∞1に隣接して存在し形態的にも類似する。平安時代の土坑である可能性があろう。

調査区中央付近の13Z92・93グリッドに位置する。いびつな円形プランで，残存した掘り込みは浅く，

壁は緩やかに立ち上がる。最大長約1.4m.深さ約 7cmである。

底面はやや凹凸があり，中央にごく浅い小ピットを持つ。覆土は 2層に分層され，黒褐色~暗褐色の土

層である。

遺物は出土しなかった。
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SK006 (第69図，第16表，図版18)

出土した土器から平安時代の土坑と考える。平成9年度の調査では iT1仮 3Jという遺構名が付され

たが，整理時にSK006の名称を新たに与えた。遺存状況がきわめて悪く，掘り込みはほとんど確認できな

かった。平面プランは調査時の推定線である。

13Z63グリッドに位置し SK001の南側に隣接する。推定プランはいびつな形態で，最大長約2.4mで、あ

る。

確認したプラン内から士師器及び須恵器の小片がやや多く出土した。 2はSK006から出土した土師器蓋

で，口径の約1/8が遺存したものを図上復元したものである。計測値等は第16表に記した。

。

SKOOl 
ゐ

下少

SKOOl 

A A' 

一予守マ-

1 黒色土 ローム粒含む。
2 暗黄褐色土 ローム粒多。

SK006 

→1326 

(1160) 

ー-，
/' '‘ /、

¥ 

/' " // ， 
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/ 
¥ 

I ¥ 
1 

¥ I 
¥ / 

/ 
¥ / 
¥ //  

¥ー/、、，
、、./， / 
'--
2m 

、

A 
---b26 

SK002 

SK002 
l 黒色土 ローム粒含む。
2 暗褐色土 ローム粒多。

。

第69図平安時代の土坑
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第16表平安時代土器観察表

図 No 遺構 y主記 器種 遺存度
口径 底径 器高

調 整 胎 土 色 調 焼成 備 考(cm) (cm) (cm) 

1 I SIOOl 
(A)SI∞lー 土師器

口116 (16.6) (4.3) 
外面ロクロナデ。内面ミ

砂粒白色粒少 褐色 良
27 杯 ガキ

2 I SIOOl 
(A)SI∞ト 土削器

口114 (16.0) (2.2) 内外面ロクロナデ 砂粒 にぶい赤褐色 良
14・18 杯

土師器
外面ロクロナデ。内面ミ

外面赤褐色 内面褐
3 I SIOOl (A)SI001-2 

杯、
底部完 (6.4) (2.8) ガキ。底面回転糸切り後 砂粒白色粒雲母

灰色
良

無調整

第68図 口縁部ヨコナデペ外面へ

4 I S1001 
(A)SIOOlー 土師器 口11且

(24.5) (7.0) ラケズリ 口縁部内面ヨ
砂粒白色粒少赤

褐色 良
同一団体破片 (S1001

16・22 費 体部114
コナテ内面ヘラケズリ

色粒少 10. 11 . 19)あり。

5 I Slool 
(A)SI001- 土師器

底部116 (1.5) 
外面ヘラケズリ 底面へ

砂粒赤色粒
外面明褐色。内面H音

良 底部内面に爪痕あり。
23 曹邑 ラケズリ 褐色

土師器
外面ヘラケズリ 内面回

外面褐灰色内面に
6 I Slool (A)SI001-3 

斐
底部116 (1.2) 転ナデ，底而回転糸切り 砂粒!白色粒

ぶい黄褐色
良

後ヘラケズリ

( C)SKool 
土師器

外国ロクロナデ 高台内
1 I SKOOl 高台付 底部113 (7.0) (2.7) 

面ロクロナデ
砂粒白色粒 にぷい黄褐色 良

1 軒、

第69図

(A)Tl仮3 土師器
口縁部ヨコナデ?外商へ

2 I SK∞6 
(SK006)ーl 望主

口118 (21.0) (5.7) ラケズリ。口縁部内面ヨ 砂粒やや多 にぶい褐色 良

コナデ

東 ( )内は推定値 ( )内は残存値である。
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第 5章中・近世

第 1節士坑

SK003 (第70図，図版6)

形態から近世のいわゆるシシ穴であろう 。調査区北寄 りのllAA38・39グリッドに位置する。北西側に

隣接してSD002が走る。

平面形は上面はいびつな楕円形で，底面は隅丸方形に近い。開口部の長軸方向最大長は約1.7mで，底

面は長軸方向最大長で、約85cmで、ある。長軸方位は約N-400 
- Wである。

掘り込みは極めて深く，最深部で、約2.5mである。壁はほぼ直に立ち上がり，長軸方向の壁は立ち上が

り半ばで若干オーバーハングする。底面には若干凹凸がある。

遺物は出土しなかった。

SK004 (第70図，図版6)

覆土中に焼土や炭化材を含み，規模や形状から見て火葬施設と判断した。調査区北寄りのllAAOl. 02 

グリッドに位置する。

平面形は，円形あるいは隅丸方形の部分に，細長い楕円形の部分が張り出した形である。長軸方向の最

大長で、約2.05mで，円形部分の幅が約1.4m. 張り出し部分の幅が約60cmで、ある。長軸方位は約N-50 -w 
である。深さはごく浅く ，円形の部分で約 5cmで、ある。張り出しの部分の方が若干浅く ，約2cmで、ある。

SK003 SK004 

4 凶 i 凶 i

→三

A' 

A A' 

A' 

X CQ! 
dノ
ザ
マヰP

川
町

E
G守
田
N

SKOO4 
1 暗褐色土

2 暗黄褐色土 ローム含む。

3 暗褐色土炭化材含む。

4 暗赤褐色土焼土主体。お 40m今一
A' 

SKOO3 
i 黒色士

2 黄褐色土 ローム主体。

3 黄褐色土 ローム粒多。

4 黄褐色土 ロームブロック多。

5 黒色土 。 (1160) 2m 

第70図 中・近世土坑



約 9cm~12cmで、ある 。 床面に貼り付く底面の北側で小ピットが3か所検出された。小ピットの深さは，

ロームを含む土が主体である。ようにして焼土が検出された。覆土は暗褐色~暗黄褐色士で，

遺物は土師器の小片が少量出土した。

溝状遺構第2節

図版6)(第71図，5D001 

調査区中央付近の13232・33・42・51・52・60・61・70グリッドに位置する。

掘り込みは約 5cmとごく浅い。方向的には調査幅約0.5m~1.2mで一定せず，北東一南西方向に走り，

形態等がかなり異なり確証はない。区の北寄りで検出されたSD002に接続する可能性もあるが，

土師器の小片が若干出土した。遺物はごく少量の縄文土器片と，

九回

2m 

50∞1 
1 暗褐色土

公

A' 

(1/40) 

A

一
m
 

Aυ
 

7
 

S
T
 

2
 

SDOOl 

。

-1DZ62 

//、

/ 
/ 

/ / / 
( / 
..... / 、》

もおl

3m (11100) 。

f
l
/
 

/

/

/

 

/

/

/

 

/

/

'

 

/

/

r

n
 

/

，

/

-Z
 

ノ

ノ

一
日

-

/

 

一

/

-

¥

 

-

¥

 

(

¥

 

SDOOl 第71図



SD002・003

C 
25.40m • 

D 
25.40m ・ー

SD002 
c' 

、当〆
D' 

¥、注ク
。 (1/40) 2m 

SDOO2 
1 暗縞色土 しまりあり。

2 賞褐色土 しまり欠く。
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SD003 
A' 

25.00m・
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表土

第72図 SD002・SD003

14 

SDOO3 (新)

。 2m (1140) 

SD閃 3
1 H音褐色土 しまり欠く。ローム粒少。
2 H音褐色土 しまりあり。ローム粒少。
3 H音縄色土 ローム粒プロ ック少。

4 暗賞褐色土 ロームをやや多く混入。

(以上SD∞3新覆土)
5 暗褐色土 ローム粒焼土粒少。 ロームプロ ックやや多。
6 暗褐色土 ローム粒焼土粒多。 ロームをやや多く 混入。

7 灰青褐色士宝水火山灰層。ロームを多く混入。

8 暗褐色土 ローム粒微量。
9 暗褐色土 ロームプロック少。

!o暗黄褐色土 ローム主体。

(以上SD∞3旧覆土)
11 暗褐色土 ローム粒少。
12 暗褐色土 ロームをやや多く混入。

13 黒褐色土炭化物 ーローム粒・ プロック少。
14 11音質褐色土 ロームプロ ァクやや多。
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50002 (第72図，図版7)

調査院北寄りの10AA99・11AA09・18・28・37・47・56・65・66・75・84・93・12AA02・03・12グリ

ッドに位置する。北東一南西方向に直椋的に走る。 11AA09グリッドで SD003とほぼ直交する。

北側では溝の底面に小ピットが連続する形状で，南側では小ピットの連なりとして検出された。幅は約

0.7m~ 1.0mであり.溝部分の深さは概ね約25cm 小ピットの深さはややぱらつきがあるものの， 10cm~ 

20cmのものが多い。

溝の底面に小ピットが連続する形状は，野馬土手に伴う野馬堀によく見られるものであり， SD002も野

馬堀の可能性のある溝としておきたしL ただし西芝山遺跡付近は，近世小金牧の範囲からははずれてい

ることから，野馬堀であったとしても官営の牧に伴うものではなく，害獣よけとしての意味が強いもので

あろう。

遺物は土師器の小片が若干出土した。

50003 (第72図，図版18)

調査区北寄りの10AA09・11AA08・09・11ABOO・10・11・21・22グリッドで検出した。北西 南東方

向に走る溝で， 11AA09グリッドでSD002とほぼ直交する。

少なくとも 2 条の溝が切り合っている。南東側では幅50cm~70cm程度の細い溝 (SD003新)と.これに

切られる， より幅が広く底面にピットが連続する溝 (SD003旧)が並行して走り. SD002と交差する地点

で2条の溝が分岐するようである c 細いSD003新は真西に向きを若干変え，底面にピットを持つSD0031日

はまっすぐ北西に向かうようである。 SD003旧は.形態的にSD002に類似し関連が窺える。 SD0031日の覆

土下層には，宝永火山灰が堆積しており，溝の堀削が18世紀初頭以前であることを示す。一方， SD003新

は，おそらくはより西側で検出されたSD004に繋がる可能性が高い。

遺物は土師器の小破片と第18図1が出土した。 1は出土した位置からSD003新に伴うものであろう。近

世の灯明皿である。全面に鉄軸が薄くかかり，暗褐色を呈する。胎士巾に黒色粒を徴量含む。調整は外面

ロクロナデ，底面は回転ヘラケズリである。推定口径1O.0cm，推定底径5.7c皿，器高1.8cmである。

50004 (第73図，図版7)

調査区北西端で部分的に検出した溝である。検出したグリッドは(1) 11AA06・07，(2) 10AA90・

11AAOO・01. (3) 11Z29・39の3か所で，それぞれトレンチ状に調杏区を拡張して部分的に検出した。

図示したのはこのうちの(1)と(2 )の 2か所である。

調査時には， SD003新に繋がる東から， (1) を経由して西に向い， (2) の部分で方向を南西に変え，

( 3 )方向に向かうことが想定された(第 4図遺構全測図参照)。しかし(2 )では 2条の溝が切り合っ

ているようにも見え， SD003新から繋がった東 西方向に走る細い溝が， (2) の地点で北東一南西方向

の溝と合流した可能性もあろう。

( 1 )の地点では，幅約90cm，深さ約45cm，(2) の地点では幅約1.7m，深さ約45cmである。(3 )地点

は， ¥]牟ち卜宇がり等がはっきりせず詳細不明である。

遺物は出土しなかった。



SD005 (第73図，図版7)

調査区北寄りの11Z47・57グリッドで検出した。数条の細い溝と土坑状の掘り込みが組み合わさり，複

雑な形状である。深さはそれほど深くなく，数cmから10cm程度で、ある。

調査時には， SD004につながる可能性が考えられたが，確証はなく，別の遺構として扱っておく 。

遺物は出土しなかった。

SD006 (第73図，図版7) 

11Z46・56グリッドで検出した。幅約 1mで，深さは約50cmで、ある。断面形は箱形を呈しており，いわ

ゆるイモ穴である可能性もあろう 。

遺物は，ごく少数の土師器小片と陶器小片が出土したが，図化可能なものはなかった。

SD004 A 

(2) 

。 (11100) 

SD005・SD006

A 
25.50m・

。

SD006 

表土

(1/40) 

SDω6 
1 &1[褐色土 ロームプロック含む。
2 暗黄褐色土 ローム主体。
3 貰褐色土 ロームプロック。
4 黒色土 ロームプロック含む。

--+UA 

3m 

A 
七lZ47

A' 

2m 

第73図 SD004. SD005 . SD006 
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第3節柵列

SX001 (第74図，図版7)

llAA05・06. 12AA04・05・06・13・14グリッドで検出した。北側には，ほぼ軸を同じくして，

SD002が存在する。

長さ約17m. 幅約2.5m~3.5mの範囲に，小ピットを 104基検出した。小ピットは北東一南西方向に連な

っており，大きく見ると. 2基 1対の小ピット列が2条あるようにも見える。小ピットは，最大径約20cm

~50cm. 深さ約20cm~40cmのものが多い。

遺物は出土しなかった。
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グリッド出土遺物第4節

図版18)銭貨(第75図，

llAA74グリッドで出土した。近世後期の文久永宝である。約112が残存する。

(いずれも 1か所で計

(2点計測の平均値上重量1.74gである。

内郭内径5.84mm内郭外径8.41mm.

文字面厚1.05mm

外縁内径19.62mm，

(3点計測の平均値)， 

外縁外径26.83mm，

測)，外縁厚1.13mm

計測値は，

5cm 

第75図 銭貨

(1/1) 。

G 
*銭貨の各部iP'IJ;占、については下のとおりである。

Na+Nb 文 ga+gb
2一一，内郭外11g =一 2

Ga+ Gb 
外縁外径G=一一 2一一.外縁内径N=

+nb 
内郭内径 n=一 2一

A+8+C+0 .___ a+b+c+d 
外縁摩 T= 4 文字面摩 t= -~4 
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第 6章まとめ

八千代市西芝山遺跡では西八千代北部地区土地区画整理事業に伴い，記録保存のための埋蔵文化財発掘

調査をおこなった。調査は遺跡範囲のかなりの部分に及ぶと考えられる24，OOOrriあまりを対象として，断

続的に 3か年に及ぶものであった。この調査は西芝山遺跡における初めての考古学的調査であり，旧石器

時代から中・近世に至るまでの貴重な成果が得られた。特に旧石器時代の資料は充実していると言えよう。

以下，調査の成果について簡単にまとめてみたい。

第 1節旧石器時代

1 概要

旧石器時代の遺物は，調査範囲の北西部と南西部でまとまった遺物集中地点が検出された。酉芝山遺跡

は印膳沼に注ぐ新川の支流である桑納川から，南へ細長く入り込む支谷の左岸台地上に存在する。旧石器

時代の遺物が検出された地点は，調査区の南北に存在するこの狭長な支谷に向かう，二つの小谷の谷頭付

近を中心としている。遺物の出土総数は343点に及び，八千代市北西部における新たな， しかも良好な旧

石器時代遺跡として評価し得るものであろう。第 1章の歴史的環境でも触れたが，酉芝山遺跡の位置する

新川・桑納川・高津川に固まれた範囲は，萱田遺跡群などの旧石器時代遺跡が比較的多く知られており.

本遺跡もこの地域における旧石器時代の資料集積にさらに厚みを加える資料と言えよう。

本報告書令では，検出した石器群を出土状況等の検討から，石器集中 1~10までの10地点の石器集中地点

として分離した。さらに出土層位に基づいて，石器集中 1~6 までをAT下位石器群，石器集中 7 ~10を

AT上位石器群として報告したc 平面的な分布としては， ヒ述の二つの小支谷のうち，北側の小支谷付近

に， AT下位石器群として石器集中1， AT上位石器群として石器集中 7・8が位置する。南側の小支谷

付近には， AT下位石器群として石器集中 2~6 が位置し AT ヒ位石器群として石器集中 9 ・ 10が位置

する。以下，各地点ごとに，近年の印描郡内出土資料を用いて編まれた旧石器時代編年の成果 1 と対比し

つつ概観してみたい。

2 AT下位石器群

(石器集中 1) 

概ねE層下部を中心とした小規模な石器集中地点である。出土した石器が少なく詳細は不明である。出

土層位からは印措IIIa期に相当する可能性がある。

(石器集中 2) 

概ねE層上部からVII層を中心とした石器集中地点である。東西方向で約20mの範囲にわたって石器が出

土している。全体で同一母岩と考え得る石材を共有するが，平面分布と接合関係などを勘案し a~c の

3つの分布域に分けて考えた。分布域 aは石材としては安山岩A製の石器を主体とし，珪質頁岩製の小型

のナイフ形石器を含む。ナイフ形石器は素材を逆位に用い，パルプを入念に除去している c 比較的整った

縦長剥片の製作過程を窺わせる接合資料が存在する。分布域bは，石材として，良質ないわゆるチョコレ



一ト色の珪質頁岩が多い。頁岩製の小型のナイフ形石器と，チョコレート色珪質頁岩製の削器が存在する。

チョコレート色珪質頁岩製の石器としては，他に中型の石刃の接合資料が存在し，またいわゆる小石刃 2) 

の存在が認められる。分布域 cはチョコレート色珪質頁岩製が主体の小規模な集中で，やや大型のナイフ

形石器を含む。全体として，大型の石刃を欠くものの，石材の特徴，ナイフ形石器が入念にバブル除去を

おこなう点，小石刃の存在などからすると，おそらく印措町期に相当するであろう。

(石器集中 3)

IXa層中のごく小規模な石器集中地点である。剥片のみの構成で詳細は不明である。出土層位からは印

脂血b期に相当する可能性がある。

(石器集中 4)

かなり上下への拡散が大きいものの，概ねE層中で出土するものが多い。大規模な捜乱坑が存在し， VI

層より上位の層は調査開始以前に揖乱されており，土層の遺存状況があまり良くない。石材としては珪質

頁岩と安山岩Aが多く，玉髄・ホルンフェルス・流紋岩など多彩である。製品類が少なく判然としないが，

剥片は縦長剥片の比率が高い。出土層位と併せて考えると，印膳皿b期に相当する可能性があろう。

(石器集中 5) 

概ね医層上部を中心とした石器集中である。東西方向で約20mの範囲で石器が出土する。接合関係や平

面分布等から a~c の分布域に分けて考えた。分布域 a は，多種の珪質頁岩を用い，ホルンフェルス製の

台形様石器を含む。分布域bは，安山岩Aと多種の珪質頁岩が主で，安山岩A製の削器が存在する。分布

域 cは安山岩Aが主体で，剥片と石核で構成される。全体として.石材は多様な珪質頁岩と安山岩Aが主

体で他の石材も若干含む。製品類は少なく不明な点が多いが，台形様石器を含み，ナイフ形石器を欠く。

石刃は見られず，剥片で整ったものは少ない。出土層位と併せて考えると印脂血 b期に相当する可能性が

あろう。

(石器集中 6)

W層を中心とした石器集中である。石材は安山岩Aでほぼ占められる。製品類は少ないが，模形石器と，

模形石器の可能性がある小型の石核がある。出土層位と併せて印曙N期に相当する可能性があろう。

3 AT上位石器群

(石器集中7)

おそらく VI層を中心とした小規模な石器集中地点である。出土点数は少ないものの，豊富な製品類を出

土した。石材はすべて黒曜石で占められ，ナイフ形石器，自Ij器，石錐が出土した。出土したナイフ形石器

の1点は，先端部が切り出し状になるものの，石刃を用いた二側縁加工の細身のものである。印麗V期に

相当しよう。

(石器集中 8) 

VI層を中心とする小規模な石器集中である。石材としては黒曜石・珪質頁岩・安山岩Aなどで構成され，

多彩である。製品類は少なく，角錐状石器を含む。出土層位からは印膳V期に相当する可能性がある。

(石器集中 9) 

N'V層を中心とするごく小規模な石器集中である。玉髄が主体で， 2点の掻器を含む。出土層位と併

せて，印描日期の可能性があろう。

。。



(石器集中10)

皿層中の石器集中地点である。東西方向で約16mの範囲に石器が出土する。曙群の痕跡かと思われる小

型の破砕喋の集中があるが，その他は石器の顕著な集中は見られず，散在する。石材は黒曜石・珪質頁

岩・玉髄・チャート・ホルンフェルス・安山岩Aなど多彩である。製品類として黒曜石製の小型尖頭器と

角錐状石器がある。層位的には判断が難しいが，小型の尖頭器の存在ーからすると， fll描E期に相当する可

能性があろう。

4 小結

各石器集中地点について，旧石器時代のいわゆる印措幅年に対比を試みた。不確実な要素もあるが，大

まかな変遷がたどれよう。 ATド位石器群では 石器集中 1が印措illa期の可能性があり.西芝山遺跡で最

も占く遡る可能性がある。印描illb期は，石器集中 3~5 が相当する可能性があり.この 3 地点は調査以

南側の小支谷付近に位置する。いずれも多様な珪質頁岩と安山岩Aを主要な石材とすることで共通する。

印膳郡町期の可能性があるのは，石器集中 2と石器集中 6で，この 2地点も南側の小支谷付近に位置する。

石材や石器群の構成が.該期の特徴とされる石器群の特徴と比較的良く一致する。

AT上位石器群では，ド[J描V期に石器集中 7・8が相当する可能性がある。この 2地点は調l't[X:北側の

小支谷沿いに位置する。印措¥11期には，石器集中 9が相当する可能性がある。印描E期には石器集中10が

相当する可能性があり，西芝山遺跡の旧石器時代の最後を飾るものであるc

第 2節縄文時代以降

縄文時代の遺構・遺物は少なく 遺構としては陥穴 1基が検出されたのみである。遺物は早期から後期

の士器と石器が少量検出された。士器は各時期のものが少量ずつ検出されただけで，いずれの時期もそれ

ほど活発な活動の痕跡が窺えるものではなしh ただし早今期前葉の井草式が，凶上で復元できたのは偉倖

であった。

古代では，平安時代の住居跡 1基と土坑3基を検出した。いずれも断片的な資料であるが.比較的古代

の遺構の検出が少ない西八千代北部地区において.該期の確実な居住痕跡として重要であろう。中・近世

ではいわゆるシシ穴 1基と火葬施設 1基，及び溝 5条，柵列 1条が検出されたc 溝のうち 1条は野馬堀の

可能性がある。

注 1 酒井弘志・宇井義典 2004 r正Jl掃の原始・古代一旧石器時代編-J (財)印搭郡市丈化財センター

2 矢本節朗ほか 1996 r多古町千旧台遺跡j (財)千葉県丈化財センター
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図版2

調査前状況 (平成9年度)

調査前状況 (平成10年度)
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D2区遺物出土状況
(石器集中 2・9) 

D3区遺物出土状況
(石器集中 3)

D4区遺物出土状況
(石器集中4)



El区遺物出土状況
(石器集中5)

El区土層断面
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所収遺跡名 所在地
コ 一 ド 調査面積

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間

m 
調査原因

にししぱやま やちょしよしはし

西芝山 八千代市吉橋 12221 030 35度 140度 19971201 ~ 24.309 西八千代北部地

2307ほか 44分 4分 19980226. 区土地区画整理

20秒 46秒 19981201~ 事業に伴う埋蔵

19981225. 文化財調査

20040702~ 

日本測地系による 20041227 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西芝山 包蔵地 旧石器時代 石器集中地点10か所 ナイフ形石器・角錐 旧石器時代は. AT下
集落跡 状石器・削器・掻 位(医層~刊層)の

器・石核・台石 石器集中地点が 6か
-・・・・・・・・・・ーー・--.値・・・・ー--ーーー・ーー・・ー・・・・・・・------・・ーー---ー----司・ーーーーーーーーーーーーーー

所. AT上位 (VI層~縄文時代 陥穴 I基 縄文土器(早・前・

中・後期)・石鉱 E層)の石器集中地点
ー・・・・・・・・・・・ー・・ー -------ーーー・・・ー・・・・・・・・・・・・・--明--ー---ーーーーー，ーーーーーーーーーーーーーーーー が4か所検出され，総
平安時代 住居跡 1軒・土坑3 土師器・須恵器

数で約340点の石器が
基

ー・・・・・・・・・ー・・ー・.-・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.-----ーーーーーーー，ーーーーーーーーーーーーーーー 出土した。
中・近世 シシ穴 1基・火葬施 陶器

設 1基・野馬堀 1
条・溝状遺構5条・

柵列 1条
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